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は じ め に 

 

このたびは島津上皿電子分析天びん AW / AX / AY シリーズをお求めいただきありがと

うございます。 
この天びんは、ISO、GLP 対応出力を標準で装備し、時計機能や各種の応用測定機能、

単位換算機能などの豊富な機能も備えており、さらには周辺機器との接続により多種多様

な用途にお使いいただける上皿電子分析天びんです。また AW / AX シリーズには、どこで

でも簡単にスパン校正ができるモータドライブ方式の校正用分銅が内蔵されており、いっ

そう便利にお使いいただけます。ご使用の際には必ずこの取扱説明書をよくお読みいただ

き、AW / AX / AY シリーズを末永くご愛用ください。 
また、読み終わったあとも、この取扱説明書を本製品とともに大切に保管し、いつでも

参照できるようにしてください。 
当社ホームページ（http://www.shimadzu.co.jp/balance/）から取扱説明書（PDF ファイ

ル）をダウンロードできます。 
 
 
注記 
AY シリーズには、上記の機能のうち、時計機能がありません。 
 

 

 

お  願  い 
 
• 本製品を貸与または譲渡するときは、この取扱説明書を本製品に添付してください。 
• この取扱説明書を紛失または損傷されたときは、すみやかに営業または代理店に連絡し

てください。 
 
 
 

お こ と わ り 
 
• この取扱説明書の内容は改良のために、将来予告なしに変更することがあります。 
• この取扱説明書の内容は作成にあたり万全を期しておりますが、万一、誤りや記載もれ

などが発見されても、ただちに修正できないことがあります。 
• この取扱説明書の著作権は、株式会社 島津製作所が所有しています。当社の許可なく内

容の一部または全部を転載・複製することはできません。 
 © 2007 Shimadzu Corporation. All rights reserved. 
• Microsoft、Windows、Windows Vista、および Excel は、米国 Microsoft Corporation の

米国およびその他の国における登録商標です。その他、本書に掲載されている会社名お

よび製品名は、それぞれ各社の商標および登録商標です。なお、本文中には TM、®マー

クは明記していません。 
• 文中の会社名・団体名・製品名等は、それぞれ各社・各団体の商標または登録商標です。 
• Windows 直結機能がすべてのパソコンで問題なく動作することを当社は保証いたしま

せん。この機能によって発生するいかなる不具合についても当社は責を負いません。 
重要なデータやプログラムなどは必ず事前にバックアップを取ることをおすすめしま

す。 
 



 

   

ユーザ登録のお願い 
 

安心して製品をお使いいただくために 
ユーザ登録をお願いします 

製品保証の請求をするときに必要になりますので、以下のどちらかの方法で

必ずユーザ登録をしてください。 

• 別紙「保証登録書」のフォームに記入し、FAX で返信していただく方法

（FAX：075-812-3438） 
• 当社ホームページ上で記入していただく方法 

（http://www.shimadzu.co.jp/balance/user/index.html） 
 
ユーザ登録をしていただきますと、当社製品とサービスに関する情報を優先

的に提供いたします。 
※ 併せてアンケートへの回答もよろしくお願いします。 

 
 
 

製 品 保 証 
 
当社は本製品に対し、以下のとおり保証をいたします。 
 

保 証 期 間 

お買い上げ日より１年間有効（ただし、日本国内に限ります。） 

 

保 証 内 容 

保証期間内に当社の責により故障が生じた場合は、その修理または部品の代

替を無償で行います。 
（この保証は日本国内でのご使用のみを対象とさせていただきます。） 

 

保 証 除 外 事 項 

保証期間内であっても、次に該当する故障の場合は保証の対象から除外させ

ていただきます。 
1） 誤ってお取り扱いになった場合 
2） 当社以外で修理や改造などが行なわれた場合 
3） 故障の原因が機器以外の理由による場合 
4） 高温多湿、腐食性ガス、振動など、過酷な環境条件の中でお使いになっ

た場合 
5） 火災、地震その他の天災地変、放射性物質や有害物質による汚染、お

よび戦争や暴動、犯罪を含むその他の不可抗力的事故の場合 
6） いったん据え付けた後、移動あるいは輸送された場合 
7） 消耗品およびこれに準ずる部品 



 

   

アフターサービス 
 
本製品が正常に動かないときは、「31. 故障？」（P.31）に従って点検・処置をしてくだ

さい。 
それでも改善されないときや、それ以外の故障と考えられる現象が発生したときは、当社

サービス会社（裏表紙に記載）に連絡してください。 
 
 
 

部品の供給期間  
 
本製品の補修部品の供給期間は、製造打ち切り後７年としています。 
この供給期間以降は、補修部品の供給にお応えできない場合があります。あらかじめご了

承ください。 
ただし、当社の純正部品でないものは、製造した会社の定める供給期間とさせていただき

ます。 
 
 
 



 

   

安全上のご注意 
 

天びんを安全に正しく使用していただくために、次の注意事項をよく読み、守ってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 警 告 

 
禁 止 

本製品および付属品は、絶対に分解・改造・修理しない 

感電・異常動作の原因になります。 
故障と思われるときは、当社サービス会社に連絡してください。 

 
強 制 

指定の電源・電圧環境で使う 

誤った電源・電圧で使うと、火災や故障の原因になります。 
また、電源・電圧が不安定なときや電源容量が不足しているときは、満足

すべき性能が得られません。 

 
強 制 

正しい計量単位を使う 

誤った計量単位を使うと計量ミスによる事故の原因になります。 
正しい計量単位になっていることを確認してから計量を始めてください。 

 
禁 止 

屋外や水のかかるところでは使わない 

感電・異常動作の原因になります。 

 

誤った使い方をしたときに生じる危害や損害の程度を、次の表示で区分し、説明して

います。 

警告 
その事象を避けなければ、死

亡または重傷に至る可能性の

ある場合に用いています。 
注意

その事象を避けなければ、軽

傷または中程度の傷害を負う

可能性のある場合、および物

的損害の可能性のある場合に

用いています。 

 
内容の種類を次の絵記号で区分し、説明しています。 

 
強 制 

必ず実行していただく「強

制」内容です。  
禁 止 

してはいけない「禁止」内容

です。 

必ず守ってください 



 

   

 

 注 意 

 
禁 止 

次のような場所で使用しない 

故障の原因になります。 
• 空気の流れ（エアコン、換気口、 

ドアや窓の近くなど）があるところ 
• 極端な温度変化があるところ 
• 振動があるところ 
• 直射日光があたるところ 
• 侵食性ガス、引火性ガスがあるところ 
• ほこり、電磁波、磁界があるところ 

 
禁 止 

取引証明には使わない 

本製品を薬剤の調合など取引証明の用途に使うことは、法律で認められて

いません。 

 
強 制 

丈夫でがたつきのない平らなテーブル、または床の上に設置する 

天びんを不安定な場所に置くと、けがや故障の原因になります。 
設置場所には、測定対象物と天びんの合計の荷重がかかることを考慮し、

測定作業に十分なスペースを確保してください。 

 
強 制 

注意深く、丁寧に取り扱う 

天びんは精密機器です。衝撃を与えると故障の原因になります。 
天びん本体を移動するときは、両手でしっかりと持って運んでください。 
長期間の保管が必要なときは、製品納入時の梱包箱を使ってください。 

 
禁 止 

天びんのコネクタには、当社指定の周辺機器以外は接続しない 

周辺機器以外をコネクタに接続すると、異常動作の原因になります。 
トラブル防止のため、必ず、この取扱説明書に記載された方法で接続して

ください。 

 
強 制 

停電後は、電源を入れ直す 

停電が発生すると、自動で電源が切れます。「据え付け手順」（^ P.4）
から操作し直してください。 

 
強 制 

異常時（焦げた臭いなど）は、すぐに AC アダプタを外す 

異常のまま稼動を続けると、火災や感電の原因になります。 
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   梱包ケースには次の部品が各1ヶ入っています。 

 

・ 天びん本体 ・ＡＣアダプタ ・皿  ・皿受け 

・ 風よけリング ・取扱説明書 ・検査合格票 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①天びん本体 ②皿 ③皿受け ④風よけリング ⑤水準器 ⑥水平調整足 

⑦ガラス扉 ⑧ひょう量室 ⑨ケース側壁 ⑩KEYBOARDコネクタ 

⑪DATAI/Oコネクタ ⑫DCINコネクタ 

⑬RS232Cコネクタ ⑭ACアダプタ

1. 部品内訳と各部の名称  

 

各部の名称 

部品内訳 
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（この図は全点灯状態を示したものです） 

 

表示 読み方 意味 

 安定マーク 測定値が安定しているとき、および、メニュー選択で現在設定されてい

る項目を表示しているとき、点灯します（＊１）。 

 
分銅マーク スパン校正のとき、点灯します。 

また、自動スパン校正時刻になっているとき点灯します。 

 置数マーク 数値を設定するとき、点灯します。 

 メニューマーク メニュー選択中に、点灯します。 

＊ アスタリスク 測定値以外の数値を表示しているとき、点灯します。 

 積込マーク 応用測定の積込測定機能がＯＮのとき、点灯します。 

 メモリマーク 応用測定の正味総量測定機能（メモリ機能）がＯＮのとき、点灯します。 

 
通信マーク ＲＳ－２３２ＣまたはＤＡＴＡ Ｉ／Ｏコネクタ経由で外部機器と通信

しているとき、点灯します。 

 バッテリ 

マーク 

オプションのバッテリパックで天びんを使用していて、バッテリ電圧が

低下したとき、点灯します。 

ＡＰ オートプリント

マーク 

応用測定のオートプリント機能がＯＮのとき、点灯します。 

 スタンバイ 

マーク 

電源スタンバイ中に、点灯します。 

▼ 逆三角マーク 固体比重単位のときや小数点の代用として点灯します。 

 

＊１ 安定マーク 
荷重がゆっくりと変化しているときや、安定検出幅を大きく設定しているとき、安定マークが点灯したまま表示値が変

化したり、いったん安定マーク点灯後に再び表示値が変化することがあります。 

キースイッチ部及び表示部 
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各キーの動作の概要は次のようになっています。 

 

測定中に メニュー選択中に（＊１）  

操作する

キー 
短く押すと… 約３秒間 

押し続けると… 

短く押すと… 約３秒間 

押し続けると… 

 

 

動作／スタンバイ

を切り換えます。 

応用測定機能が動

作しているときそ

れを解除します。 

 １段上のメニューに

戻ります。 

測定状態に戻りま

す。 

 

 

スパン校正やメ

ニュー選択に入

ります。 

固体（液体）比重

測定時は試料（沈

錘）の空中重量を

設定します。 

個数、％単位のときに

はその設定メニュー

が表示されます。 

次のメニュー項目に

移動します。 

 

 

 

風袋引きします。
（ゼロ表示にします）

 メニューを確定し

ます。または１段

下のメニューに移

動します。 

 

 

 
 

測定単位を切り換

えます。 
（＊２） 

１ｄ／１０ｄ表示を

切り換えます。 
（＊３） 

数値設定メニューの

とき、点滅中の桁を

＋１します。 

 

 

 

表示値を電子プリ

ンタやパソコンな

どの外部機器に出

力します。 

スタンバイ中または

重量表示中であれば

時刻を外部機器に出

力します。 
（＊４） 

数値設定メニューの

とき、点滅する桁を

移動します。 

 

 
＊１ メニュー選択については第６章をご覧ください。 

＊２ ｇ以外の単位を使用するときは、あらかじめ使用する単位をメニュー選択により登録しておく必

要があります。 

工場出荷時はｇ単位のみ登録されています。登録方法は「10．計量単位の登録・解除・ 

切り換え」を参照してください。 

 

＊３ １０ｄに設定すると、 小表示を1桁粗くすることができます。 

＊４ AW/AXシリーズのみ対応しています。 
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• 付属品以外のＡＣアダプタを使用しないでください。 

• 電源電圧を確認してください。 

• 供給電源電圧がＡＣアダプタの表示と合っている事を確認してください。 

 

 

 • 理想的な設置条件は、20℃±2℃、湿度45～60％RHの安定した環境です。 

• 塵埃の少ない部屋に設置してください。 

• 天びん台は堅固な物を使用してください。（石盤が理想です） 

• 部屋の中央よりもすみの方で計量する方が振動が小さく、計量に適してい

ます。 

• エアコン等の近くに天びんを設置しないでください。 

• 直接日光のあたらない場所に設置してください。 

• 磁気を帯びた機器の近くに天びんを置かないでください。 

 

   注 意 腐食性ガス、引火性ガスが漂うところに設置しないでください。 

 

(１) 皿受け、風よけリング、皿の順序で取り付けます。 
(２) 水平調整足を回して水準器の気泡が 赤い円の中央にくるように調整します。 
(３) 皿に何も載せていない状態で、ＡＣアダプタをコンセントに接続します。 
(４) 天びんはセルフチェック後に、自動的にスパン校正を行い、ＯＦＦ表示になり

ます。（AYシリーズの場合、スパン校正は行いません。通電直後のスパン校正

を中断することはできません。） 
(５) POWER/BRK キーを押すと全表示が約１秒間点灯した後、自動的に表示がゼロ

になり、測定状態になります。 
(６) もう一度POWER/BRKキーを押すと、スタンバイマークが点灯し、スタンバイ 

  状態（暖機状態）になります。 
(７) 暖機します。 
(８) 性能点検を行います。 
(９) 天びんの日付と時刻を設定します。 

（「26. 日付設定」「27. 時刻設定」を参照してください。） 
 

 

 

• 移動をする前に必ずスパン校正中でないことを確認してください。その後

ACアダプタをコンセントから抜いて移動してください。 

    スパン校正中、スパンチェック中に電源を抜いたり、天びんを移動したりする

と、故障の原因となることがあります。 

2. 据え付け 

据え付け場所 

据え付け 

 手順 

電源電圧 

   

据え付け場所 

 の移動 
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• １時間以上の通電をしておくことにより、精度のよい測定ができます。 

• 使わないときでもＡＣアダプタは抜かずに POWER/BRK キーを押してス

タンバイ状態（暖機状態）にしておいてください。 

• １ヶ月以上使わないときは、ＡＣアダプタをコンセントから抜いておいて

ください。 

 

 

 

• 天びん内部に水、金属片などを入れないでください。 

• 天びんケースを開けないでください。 

• 皿にひょう量を越える物を載せたまま放置しないでください。 

• 磁気を帯びたものを近づけないでください。 

• 天びんのコネクタには指定機器以外を接続しないでください。 

• 皿にショックを与えないでください。 

• ガラスの取手に衝撃をあたえないでください。 

• 輸送時はガラスに衝撃をあたえないよう梱包してください。 

 

 

 

 

 

測定準備       測定を開始する前に暖機しておきます。 

 

 

（1） POWER/BRKキーを押します。 

（2） スタンバイマークが消え、全表示が点灯します。 

点灯しないセグメントがないかどうか確かめてください。 

（3） ゼロ表示になり、測定モードになります。 

（ただし、自動スパン校正するように設定してある場合、ゼロ表示になる前に自

動スパン校正が作動することもあります。） 

 

 

（1） 風袋を使用するときは、皿に風袋を載せ、安定マークの点灯を確認して TARE
キーを押します。 

（2） 表示がゼロであることを確認します。 

（3） 試料を載せて安定マークが点灯したら、表示を読み取ります。 

 用語説明 
風袋（ふうたい）・・・ 試料の容器など。 

安定マーク（→）・・・ 表示値の変動がメニュー選択で設定された安定検出幅以内に入っているとき点灯します。 

ゆっくりした荷重変化のあるときは、安定マークが点灯したまま表示値が変化することがあ

ります。 

3. 暖機について 

4. 注  記  

 

 注記  

5. 測定手順 

測定 

以下の項目を 

お守り下さい。 

測定ﾓｰﾄﾞにする
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   この天びんは周囲の環境及び、ひょう量目的に適合した測定条件や、各種機能を選択できるように

なっています。この選択を「メニュー選択」と呼びます。 

   また、AW/ AX /AYシリーズでは“Ｓｔｎｄ”（標準測定モード）に設定するだけで、通常の測定が行

え、他の設定を行う必要はありません。さらに、通常使用する頻度の高いメニューに関しましては、第

1階層のメニューの中に入っていますので、非常に使いやすいメニュー構成になっております。 

AW/AX/AYシリーズのメニューは４つの階層により構成されています。基本的に１つ下の階層へ移るに

は、TAREキー、１つ上の階層に戻るには、POWER/BRKキーを押します。また、POWER/BRKキーを３

秒以上押し続けることにより、どの階層からでも、重量表示に戻ることができます。 

 

 

(1) 重量表示中にCAL/MENUキーを押します。 

(2) “ｉ ＣＡＬ”（またはワンタッチスパン校正として設定されているスパン校正の種

類）が表示されます。（AY シリーズでは“ｉ CAL”、“ｉ ｔＥＳｔ”は表示さ

れません。） 

(3) 以後、CAL/MENUキーを押す毎に下図の順に表示が変わっていきます。 

希望する項目に相当する表示にしてTAREキーを押せば、その条件に設定されるか

または、１つ下の階層へ分岐します。 

 

     ０.００００ 質量表示 

          │ 

   ｉ ＣＡＬ ワンタッチスパン校正 

          │ 

  Ｓｔ.ｂ１ ｔ 現在の設定条件表示（次ページ参照） 

          │ 

   Ｓｔｎｄ 通常使用モード 

          │ 

   ＳＡｍＰＬＥ はかりとりモード 

          │ 

     Ｈｉ－Ｓｔｂ 高安定モード 

          │ 

  ＦＵｎＣ.ＳＥＬ 第２階層（応用測定、個別設定モード）に入る 

          │ 「６．１ ［ＦｕｎＣ.ＳＥＬ］選択時のメニュー表示」参照 

  ＳＥｔｔｉｎＧ 第２階層（システム設定モード）に入る 

          │ 「６．２ ［ＳＥｔｔｉｎＧ］選択時のメニュー表示」参照 

  ｉｎｔＦＡＣＥ 第２階層（入出力フォーマット設定モード）に入る 

          │ 「６．３ ［ｉｎｔＦＡＣＥ］選択時のメニュー表示」参照 

   ０.００００ 質量表示 

 

 測定環境が非常に悪い場所で、表示の安定が悪い場合には“Ｈｉ－Ｓｔｂ”（高安定モード）に

設定してください。 

 より高速ではかりとり作業を行う場合、またはごく少量のはかりとり作業を行う場合は、 

“ＳＡｍＰＬＥ”（サンプリングモード）に設定してください。 

 

6. メニュー選択 

選択手順 
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現在の設定条件表示 
 

天びんの設定されている条件を略称で表示しています。 

 

 

Ｓｔ．ｂ１　　ｔ

自動スパン校正がｏｎの時に点灯 ＧＬＰ対応出力がｏｎの時に点灯

測定モード

通常使用　：Ｓｔ

はかりとり：ＳＡ

高安定　　：Ｈｉ

安定検出幅

0.1m g ：ｂ１

0.5m g ：ｂ５

1.0m g：ｂ１０

ゼロトラッキング

ｏｎの時　：ｔ表示

ｏｆｆの時：ｔ表示なし
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6.1. ［ＦＵｎＣ.ＳＥＬ］選択時のメニュー表示 
 

 第１階層メニューで“ＦＵｎＣ.ＳＥＬ”表示でTAREキーを押すと第２階層のメニューに入ります。 

このメニューでは、任意のスパン校正の実行、ゼロトラッキングのオン／オフ、安定検出幅の設定、単

位の選択／解除、オートプリントのオン／オフ 、アナログ表示のオン／オフ 、積込測定モードのオン

／オフ 、正味総量測定モードのオン／オフが設定できます。 
下図の表記に従ってキー操作を行い、各設定を行います。 

        →            → 

ＦＵｎＣ.ＳＥＬ  ─ ─  ＣＡＬ     ││ Ｅ ＣＡＬ     スパン校正（外部分銅） 

        ← │          ← │    │ ↓ 

          │     │      │ Ｅ ｔＥＳｔ スパンチェック（外部分銅） 

          │     │      │    │ ↓ 

          │     │      │ ｉ ＣＡＬ  スパン校正（内蔵分銅）*1 

          │   ↓ │      │    │ ↓ 

          │     │      │ ｉ ｔＥＳｔ スパンチェック（内蔵分銅）*1 

          │     │      └││││┘ 

          │          → 

          │   ｔｒＣ :ｏｎ ｔｒＣ－ｏｎ  ゼロトラッキングＯＮ 

          │          ← │    │ ↓ 

 ｔｒＣ－ｏＦ  ゼロトラッキングＯＦＦ 

          │     │      └││││┘ 

                     → 

          │  ｂＡｎｄ :１   ──   ｂ－１     安定検出幅１カウント 

          │          ← │   │ ↓ 

          │     │      │   ｂ－５     安定検出幅５カウント 

          │     │      │   │ ↓ 

          │   ↓ │      │   ｂ－１０    安定検出幅１０カウント 

          │     │      └───┘ 

          │           

          │  Ｕｎｉｔ.ＳＥＬ   第３階層（単位選択モード）に入る 

          │     │         「６．４ ［Ｕｎｉｔ.ＳＥＬ］選択時の 

          │     │           メニュー表示」参照。 

          │   ↓ │ 

          │          → 

          │  ＡｔＰｒｔ:ｏｎ ＡＰ－ｏｎ オートプリントＯＮ 

          │          ← │    │ ↓ 

 ＡＰ－ｏＦ オートプリントＯＦＦ 

          │     │      └─────┘ 

          │          → 

          │  ＡｄｉＳＰ:ｏｎ Ａｄ－ｏｎ アナログ表示ＯＮ 

          │          ← │    │ ↓ 

 Ａｄ－ｏＦ アナログ表示ＯＦＦ 

          │     │      └────┘ 

          │          → 

          │  Ａｄｄｏｎ:ｏｎ Ａｄｏｎ－ｏｎ 積込測定モードＯＮ 

          │          ← │    │ ↓ 

 Ａｄｏｎ－ｏＦ 積込測定モードＯＦＦ 

          │     │      └────┘ 

  │     │       
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            │     │        

          │     │    → 

          │     ｍＥ:ｏｎ  ─┬─  ｍ－ｏｎ    正味総量測定モードＯＮ 

          │          ← │    │ ↓ 

          │   ↓   │             │      ｍ－ｏＦ    正味総量測定モードＯＦＦ           

          └─────┘            └────┘ 

 

  （→）：TAREキーを押す。（←）：POWER/BRKキーを押す。 

（↓）：CAL/MENUキーを押す。 

 

・ 安定検出幅（安定マーク点灯条件）は、通常“ｂ－１”に設定してください。 

一般に安定検出幅が狭いほど、測定の精度は高くなります。 

・ ゼロトラッキング（“ ｔｒＣ－ｏｎ”、“ ｔｒＣ－ｏＦ”）の設定は、ゼロ点の安定を良くする

ため、“ ｔｒＣ－ｏｎ”に設定してください。ただし、質量変化の観測または、液体や粉体を非常

にゆっくりと注入する場合は“ ｔｒＣ－ｏＦ”に設定してください。 

・＊1マークの付いているものはAW/AXシリーズのみ表示されます。 

 

 

6.2. ［ＳＥｔｔｉｎＧ］選択時のメニュー表示 
 

 第１階層メニューで“ＳＥｔｔｉｎＧ”表示でTAREキーを押すと第２階層のメニューに入ります。 

このメニューでは、内蔵分銅の校正の他に、標準スパン校正の種類、スパン校正用外部分銅値、内蔵分

銅校正用外部分銅値、天びんＩＤ、比重測定用の媒液比重または沈錘体積、タイマーＣＡＬ開始時刻、

日付、時刻、ＧＬＰ・ＧＭＰ対応印字のオン／オフ、自動スパン校正のオン／オフ、タイマーＣＡＬの

オン／オフ、日付・時刻印字のオン／オフが設定できます。 

下図の表記に従ってキー操作を行い、各設定を行います。 

        →            →          標準スパン校正として 

ＳＥｔｔｉｎＧ  ── ＣＡＬ ｄＥＦ  ── Ｅ ＣＡＬ 外部分銅によるスパン校正 

        ← │          ← │    │ ↓        を設定します。 

 Ｅ ｔＥＳｔ 外部分銅によるスパンチェック 

          │     │      │    │ ↓         を設定します。 

 ｉ ＣＡＬ 内蔵分銅によるスパン校正 ＊1 

          │   ↓ │      │    │ ↓        を設定します。 

 ｉ ｔＥＳｔ 内蔵分銅によるスパンチェック＊1 

          │     │      └────┘              を設定します。 

 ＣＡＬ ＳＥｔ  第３階層（外部分銅値設定モード）に入る。 

 「１６．スパン校正用外部分銅値の設定」参照。 

          │   ↓ │ 

 ＰＣＡＬ.ＳＥｔ  第３階層（内蔵分銅校正用外部分銅値設定。＊1 

          │     │     モード）に入る 

          │   ↓ 「１７．内蔵分銅校正用外部分銅値の設定」参照。 

 ＰcＡＬ      第３階層（内蔵分銅の校正モード）に入る。＊1 

 「１８．内蔵分銅の校正」参照。 

          │   ↓ │ 

 ｉｄ:１２３４   第３階層（天びんＩＤ設定モード）に入る。 

 「１９．天びんＩＤナンバーの設定」参照。 

          │   ↓ │      

 “ ｔｒＣ :＊＊”、“ｂＡｎｄ :＊＊”、“ＡｔＰｒｔ:＊＊”、“ＡｄｉＳＰ:＊＊”、 

 “Ａｄｄｏｎ:＊＊”、“ｍＥ:＊＊”の表示のときは、＊＊に現在設定されている条件が表示されま

す。 
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          │        → 

          │  ＧＬＰ :ｏｎ ＧＬＰ－ｏｎ ＧＬＰ・ＧＭＰ対応出力ＯＮ 

          │        ← │     │ ↓ 

 ＧＬＰ－ｏＦ ＧＬＰ・ＧＭＰ対応出力ＯＦＦ 

          │   ↓ │     └─────┘ 

          │          → 

          │  ＡＣＡＬ :ｏｎ ＡＣＡＬ－ｏｎ  自動スパン校正ＯＮ＊2 

          │          ← │      │ ↓ 

 ＡＣＡＬ－ｏＦ  自動スパン校正ＯＦＦ＊2 

          │   ↓  │        →└─────┘ 

          │  ｔＣＡＬ :ｏｎ ｔＣＡＬ－ｏｎ  タイマーＣＡＬ ＯＮ＊2 

          │          ← │      │ ↓ 

 ｔＣＡＬ－ｏＦ  タイマーＣＡＬ ＯＦＦ＊2 

          │   ↓  │          └─────┘ 

          │ ｔＣＡＬ ｔ１ 第３階層（自動スパン校正時間設定モード）に入る。＊2 

「２３．タイマーＣＡＬ開始時刻の設定」参照。 

          │   ↓ │ 

          │ ｔＣＡＬ t２ 第３階層（自動スパン校正時間設定モード）に入る。＊2 

「２３．タイマーＣＡＬ開始時刻の設定」参照。 

          │   ↓  

          │ ｔＣＡＬ t３ 第３階層（自動スパン校正時間設定モード）に入る。＊2 

「２３．タイマーＣＡＬ開始時刻の設定」参照。 

          │   ↓│ 

           │ ＬＳＧ ＳＥｔ 第３階層（固体比重測定用媒液比重設定モード）に入る。 

「２４．固体比重測定用媒液比重の設定」参照。 

          │   ↓│ 

          │ Ｓｖ  ＳＥｔ 第３階層（液体比重測定用沈錘体積設定モード）に入る。 

「２５．液体比重測定用沈錘体積の設定」参照。 

           │   ↓│ 

          │ ｄ－０１.２１  第３階層（日付設定モード）に入る。＊1 

「２６．日付設定」参照。 

           │   ↓ │  →      

          │ ｔ－１６:５０ ── ＳＥＣ ＡｄＪ 第４階層（±30秒調整モード）＊1 

          │      │   ←      │                       に入る。 

          │          │      │    │↓        「２７．時刻設定」参照.。 

          │       │      │ ｔｍ.ＡｄＪ    第４階層（時刻設定モード）＊1 

          │       ↓   │     │       │                               に入る。 

          │      │    └───┘          「２７．時刻設定」参照。 

                  │     │   → 

          │ Ｐｒｔｄｔ:ｏｎ ── Ｐｒｄｔ－ｏｎ 日付、時刻印字ＯＮ ＊1 

          │     │    ←│    ↓ 

 Ｐｒｄｔ－ｏＦ 日付、時刻印字ＯＦＦ ＊1 

          └────┘    └────┘ 

 

＊1マークのついているものはAW/AXシリーズのみ表示されます。 

＊2マークのついているものはAWシリーズのみ表示されます。 
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6.3. ［ｉｎｔＦＡＣＥ］選択時のメニュー表示 

 
第１階層メニューで“ｉｎｔＦＡＣＥ”表示でTAREキーを押すと第２階層メニューに入ります。 

このメニューでは、入出力フォーマットを選択します。 

この天びんには、あらかじめ５種類の標準フォーマットが保存されています。 

標準フォーマットを選択することにより、登録されているボーレート、パリティ（およびビット長）、

ストップビット、デリミタおよびデータフォーマットを一度に設定することができます。 

また、標準フォーマット以外にもユーザーが自由に設定できるユーザーフォーマットを用意してい

ます。 

下図の表記に従ってキー操作を行い、各設定を行います。 

        → 

 ｉｎｔＦＡＣＥ  ｉＦ :Ｆ１ フォーマット１設定 

        ← │    │ ↓ 

 ｉＦ :Ｆ２ フォーマット２設定 

           │     │ ↓ 

 ｉＦ :Ｆ３ フォーマット３設定 

          │    │ ↓ 

 ｉＦ :Ｆ４ フォーマット４設定 

          │    │ ↓ 

 ｉＦ :ｗｉｎ Ｗｉｎｄｏｗｓ直結設定 

          │    │ ↓ 

 ｉＦ :ＵＳＥｒ 第３階層（ユーザーフォーマット設定）に入る。 

  「６．５ ［ｉＦ :ＵＳＥｒ］選択時の 

          │    │                  メニュー表示」参照。 

          │       │ ↓ 

          └────┘ 

 

int FACE ― F1～ F4，winの通信パラメータ設定内容表 

LCD表示 
対応機種 

（メーカー）
ボーレート ハンドシェーク デリミタ 

パリティ 

（ビット長）
ストップビット フォーマット 

iF：F1 島津（標準） 1200 ハード C/R なし（８） 1 UF1 

iF：F2 島津（拡張） 1200 ハード C/R なし（８） 1 UF2 

iF：F3 メトラ 2400 ハード C/R + L/F 偶数（７） 1 UF3 

iF：F4 ザルトリウス 1200 ハード C/R + L/F 奇数（７） 1 UF4 

iF：win Windows直結 300 ソフト win なし（８） 1 UF1 

iF：USEr ユーザー設定 ← ← ← ← ← ← 

 

※ F1は当社の標準通信フォーマットです。 

※ 電子プリンタEP-50、EP-60A、ポケコンプリンタCD-PCE650を使用するときは必ず“F1”の設定に

してください。 

※ F2はF1の機能を拡張したものです。このフォーマットを設定しているときは、パソコンからの処

理コマンドに対して、天びんが必ず処理結果を返送するようになります。 

※ Windows直結機能を使用するときは、必ずwinの設定にしてください。 



 

   - 12 -

6.4. ［Ｕｎｉｔ.ＳＥＬ］選択時のメニュー表示 

 
 第１階層メニューで“ＦＵｎＣ.ＳＥＬ”表示でTAREキーを押すと応用測定メニューに入ります。 

応用測定メニューで“Ｕｎｉｔ.ＳＥＬ”表示でTAREキーを押すと単位登録／解除メニューに入ります。 

このメニューでは、質量表示中にUNITキーを押したときに切り換えることができる単位を設定できます。 

下図の表記に従ってキー操作を行い、単位の登録／解除を行います。 

         → 

 Ｕｎｉｔ.ＳＥＬ ──     Ｕ－ g g登録／解除 

          │     │ ↓ （ 小表示０．０００１ｇ） 

          │    Ｕ－ mg mg登録／解除 

          │     │ ↓ （ 小表示０．１ｍｇ） 

          │   Ｕ－ % パーセント登録／解除 

          │     │ ↓ 

          │   Ｕ－ PCS 個数登録／解除 

          │     │ ↓ 

          │   Ｕ－ ct カラット登録／解除 

          │     │ ↓ （ 小表示０．００１ｃｔ） 

          │   Ｕ－ mom 匁登録／解除 

          │     │ ↓ （ 小表示０．００００５ｍｏｍ） 

          │   Ｕ－ ,d 固体比重登録／解除 

          │     │ ↓ 

          │   Ｕ－ d 液体比重登録／解除 

          └─────┘ 

 

 AW/AX/AYシリーズでの単位換算は次の値で換算しています。 

１ｇ＝１０００ｍｇ＝５ｃｔ＝０．２６６６６６６６６７ｍｏｍ 

 

 

6.5. ［ｉＦ :ＵＳＥｒ］選択時のメニュー表示 

 
 第１階層メニューで“ｉｎｔＦＡＣＥ”表示でTAREキーを押すと入出力フォーマットメニューに入

ります。 

 入出力フォーマットメニューで“ｉＦ :ＵＳＥｒ”表示でTAREキーを押すとユーザーフォー

マット設定メニューに入ります。このメニューでは、標準フォーマットでは対応できない場合の

入出力フォーマットを個別に設定します。ユーザーフォーマットとしてボーレート、パリティ（お

よびビット長）、ストップビット、デリミタ、データフォーマットおよびハンドシェークを個別

に設定することができます。 

 

  下図の表記に従ってキー操作を行い、各設定を行います。 

        →            → 

ｉＦ :ＵＳＥｒ ｉｏ.ｂ:＊＊＊＊ ｂ－ ３００ ﾎﾞｰﾚｰﾄ 300BPS 

        ←│      │     ←│    │ ↓ 

   ｂ－ ６００ ﾎﾞｰﾚｰﾄ 600BPS 

         │     │      │    │ ↓ 

  ｂ－１２００ ﾎﾞｰﾚｰﾄ 1200BPS 

         │     │      │    │ ↓ 

  ｂ－２４００ ﾎﾞｰﾚｰﾄ 2400BPS 

         │     │      │    │ ↓ 

  ｂ－４８００ ﾎﾞｰﾚｰﾄ 4800BPS 
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         │    ↓ │      │    │ ↓ 

  ｂ－９６００ ﾎﾞｰﾚｰﾄ 9600BPS 

         │       │      │    │ ↓ 

  ｂ－１９．２ｋ ﾎﾞｰﾚｰﾄ 19.2K BPS 

         │     │      │    │ ↓ 

  ｂ－３８.４ｋ ﾎﾞｰﾚｰﾄ 38.4K BPS 

         │     │      └────┘ 

         │          → 

 ｉｏ.ｄ:＊＊＊＊ ｄ－Ｃｒ ﾃﾞﾘﾐﾀ C/R 

         │          ← │    │ ↓ 

  ｄ－ＬＦ ﾃﾞﾘﾐﾀ L/F 

         │     │      │    │ ↓ 

  ｄ－ＣｒＬＦ ﾃﾞﾘﾐﾀ C/R+L/F 

         │   ↓ │      │    │ ↓ 

  ｄ－Ｃｎ ﾃﾞﾘﾐﾀ ｺﾝﾏ 

         │     │      │    │ ↓ 

  ｄ－win ﾃﾞﾘﾐﾀ win 

         │     │      └────┘ 

         │          → 

 ｉｏ.Ｐ:＊＊＊＊ Ｐ－ｎｏ ﾊﾟﾘﾃｨなし，8ビット長 

         │          ← │    │ ↓ 

 Ｐ－ｏｄｄ 奇数ﾊﾟﾘﾃｨ，7ビット長 

         │     │      │    │ ↓ 

 ↓ Ｐ－ＥｖＥｎ 偶数ﾊﾟﾘﾃｨ，7ビット長 

         │     │      └────┘ 

   → 

 ｉｏ.Ｓ:＊＊＊＊ Ｓ－Ｓ１ ｽﾄｯﾌﾟﾋﾞｯﾄ 1ﾋﾞｯﾄ 

         │     │     ←│     ↓ 

    Ｓ－Ｓ２ ｽﾄｯﾌﾟﾋﾞｯﾄ 2ﾋﾞｯﾄ  

         │     │    └────┘ 

          │          → 

         │ ｉｏ.Ｆ:＊＊＊＊  ── Ｆ－ＵＦ１ ﾕｰｻﾞｰﾌｫｰﾏｯﾄ1 

         │     │    ←│    │ ↓ 

         │      ｜    │    Ｆ－ＵＦ２ ﾕｰｻﾞｰﾌｫｰﾏｯﾄ2 

         │     ｜    │    │ ↓ 

         │     ｜    │    Ｆ－ＵＦ３ ﾕｰｻﾞｰﾌｫｰﾏｯﾄ3 

         │   ↓ ｜    │    │ ↓ 

         │     ｜    │    Ｆ－ＵＦ４ ﾕｰｻﾞｰﾌｫｰﾏｯﾄ4 

 

         ｜     ｜    └────┘ 

         │     │    → 

 ｉｏ.Ｈ:＊＊＊＊ Ｈ－ｏＦＦ ﾊﾝﾄﾞｼｪｰｸ なし 

         │          ←│    │ ↓ 

  Ｈ－ＳｏＦｔ ｿﾌﾄｳｪｱﾊﾝﾄﾞｼｪｰｸ 

         │     │     │    │ ↓ 

  Ｈ－ＨＡｒｄ ﾊｰﾄﾞｳｪｱﾊﾝﾄﾞｼｪｰｸ 

         │     │     │    │ ↓ 

 Ｈ－ｔｒ ﾀｲﾏｰﾊﾝﾄﾞｼｪｰｸ 
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 電子天びんは地球の重力を利用して質量を測定します。重力加速度は場所によって少しずつ違うた

め、据付時には必ずスパン校正が必要です。また、室温が大きく変わったとき、厳密な測定の前、及び

月１回程度行ってください。据付場所を移動した場合や物が皿に落下するなどショックが加わった場合

にもスパン校正を行ってください。 

この天びんの感度の温度係数は、±２ppm/℃以内に調整されていますが測定値 100g に対して、読取

限度 0.1mg は 1ppm（0.1mg/100g=１×10－６）に相当しますので、わずかな温度変化があっても測定誤差

を生じることがります。このため、天びんを使用している部屋の温度が変化して再校正が必要になった

ときなど、天びん自身が自動的にスパン校正をするようになっています。これを「自動スパン校正(PSC)」

と呼びます。（この機能が内蔵されているのはAWシリーズのみです。） 

この機能により感度の安定度は温度変化の幅に関係なく、常に±2ppm/℃以内に保たれています。 

また、これとは別に、操作者が随時スパン校正を行うこともでき、これを「手動校正」と呼びます。

手動校正には、内蔵分銅による校正（AW/AXシリーズのみ）と、外部分銅による校正モードがあります。

さらに、1 日のうちの３回まで時間を指定してその時間になると自動的にスパン校正を行うことも出来

ます。これを「タイマーCAL」と呼びます。（AWシリーズのみに内蔵されています。） 

 

 

 

7.1. 内蔵分銅によるスパン校正 

（AW/AXシリーズのみ） 

 

内蔵分銅によるスパン校正を以下の手順で行います。 

 

(1) 充分に暖機します。 「３．暖機について」参照 

(2) 水平を確認します。 

(3) 皿の上の物を降ろし、TAREキーを押して、表示をゼロにしておきます。 

(4) 重量表示から、CAL/MENUキーを数回押して、“Ｆｕｎｃ.ＳＥＬ”の表示のと

きにTAREキーを押します。 

(5) “ＣＡＬ    ”の表示でTAREキーを押します。 

(6) CAL/MENUキーを押して、“ｉ ＣＡＬ  ”の表示でTAREキーを押します。

ここからスパン校正を開始します。 

(7) “ＣＡＬ ２”表示になり、ゼロ点のチェックをします。 

(8) “ＣＡＬ １”表示になり、天びん内部で自動的に内蔵分銅を皿に乗せます。 

(9) “ＣＡＬ ０”表示になり、もう一度ゼロ点のチェックをします。 

(10) “ＣＡＬ Ｅｎｄ”が数秒間表示され、重量表示に戻ればスパン校正終了です。 

(11) このときＧＬＰ／ＧＭＰ対応出力ＯＮであれば、校正結果を外部へ出力しま

す。 

7. スパン校正 

手 順 
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7.2. 外部分銅によるスパン校正 
 

外部分銅によるスパン校正を以下の手順で行います。 

 

(1) 充分に暖機します。 「３．暖機について」参照 

(2) 水平を確認します。 

(3) 皿の上の物を降ろし、TAREキーを押して、表示をゼロにしておきます。 

(4) 重量表示から、CAL/MENUキーを数回押して、“Ｆｕｎｃ．ＳEＬ”の表示の時

にTAREキーを押します。 

(5) “ＣＡＬ    ”の表示でTAREキーを押します。 

(6) CAL/MENUキーを押して、“Ｅ ＣＡＬ ”の表示の時にTAREキーを押しま

す。ここからスパン校正を開始します。 

(7) 表示がゼロ表示になり、表示が点滅します。 

(8) 設定されている分銅値が表示され、点滅します。 

(9) 校正に使用する分銅を皿に載せます。 

(10) 表示がゼロ表示になり、表示が点滅します。 

(11) 分銅を降ろします。 

(12) このときＧＬＰ／ＧＭＰ対応出力ＯＮであれば、校正結果を外部へ出力します。 

(13) “ＣＡＬ Ｅｎｄ”が数秒間表示され、重量表示に戻ればスパン校正終了です。 

 

 

7.3. 内蔵分銅によるスパンチェック 

（AW/AXシリーズのみ） 

 

内蔵分銅によるスパンチェックを以下の手順で行います。 

 

(1) 充分に暖機します。 「３．暖機について」参照 

(2) 水平を確認します。 

(3) 皿の上の物を降ろし、TAREキーを押して、表示をゼロにしておきます。 

(4) 重量表示から、CAL/MENUキーを数回押して、“Ｆｕｎｃ．ＳEＬ”の表示のと

きにTAREキーを押します。 

(5) “ＣＡＬ    ”の表示でTAREキーを押します。 

(6) CAL/MENUキーを押して、“ｉ ｔＥＳＴｔ  ”の表示でTAREキーを押し

ます。ここからスパンチェックを開始します。 

(7) “ｔＥＳｔ ２”表示になり、ゼロ点のチェックをします。 

(8) “ｔＥＳｔ １”表示になり、天びん内部で自動的に内蔵分銅を皿に乗せます。 

(9) “ｔＥＳｔ ０”表示になり、もう一度ゼロ点のチェックをします。 

(10) チェック終了時に、前回スパン校正を行ってからの感度のずれが数秒表示され

ます。 

(11) このときＧＬＰ／ＧＭＰ対応出力ＯＮであれば、チェック結果を外部へ出力し

ます。 

(12) “ｔＥＳｔＥｎｄ”が数秒間表示され、重量表示に戻ればスパンチェック終了

です。 

 

手 順 

手 順 
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7.4. 外部分銅によるスパンチェック 
 

外部分銅によるスパンチェックを以下の手順で行います。 

 

(1) 充分に暖機します。 「３．暖機について」参照 

(2) 水平を確認します。 

(3) 皿の上の物を降ろし、TAREキーを押して、表示をゼロにしておきます。 

(4) 重量表示から、CAL/MENUキーを数回押して、“Ｆｕｎｃ．ＳＥＬ”の表示の

時にTAREキーを押します。 

(5) “ＣＡＬ    ”の表示でTAREキーを押します。 

(6) CAL/MENUキーを数回押して、“Ｅ ｔＥＳｔ ”の表示の時にTAREキーを

押します。ここからスパンチェックを開始します。 

(7) 表示がゼロ表示になり、表示が点滅します。 

(8) 設定されている分銅値が表示され、点滅します。 

(9) 校正に使用する分銅を皿に載せます。 

(10) 表示がゼロ表示になり、表示が点滅します。 

(11) 分銅を降ろします。 

(12) このときＧＬＰ／ＧＭＰ対応出力ＯＮであれば、校正結果を外部へ出力しま

す。 

(13) “ｔＥＳｔ Ｅｎｄ”が数秒間表示され、重量表示に戻ればスパンチェック終

了です。 

 

 

 

 

 

(1) 重量表示から、CAL/MENUキーを数回押して、“ＦＵｎＣ．ＳＥＬ”の表示の

ときにTAREキーを押します。 

(2) CAL/MENUキーを数回押すと、“ｔｒＣ ：＊＊”と表示されます。 

ここで＊＊はゼロトラッキングの現在の設定内容をあらわし“ｏｎ”の時は設

定、“ｏＦ”の時は解除になっています。 

(3) 設定内容を変更するときは、“ｔｒＣ ：＊＊”と表示されている時に TARE
キーを押します。 

(4) “ｔｒＣ－ｏｎ”が表示され、以下CAL/MENUキーを押すたびに“ｔｒＣ－ｏ

Ｆ”または“ｔｒＣ－ｏｎ”が表示されます。ここで、現在の設定内容を表示

しているときは安定マークが表示されます。設定したい内容が表示されている

ときにTAREキーを押すと設定が変更されます。また、POWER/BRKキーを押す

と設定内容を変更せずに“ｔｒＣ ：＊＊”に戻ります。 

(5) “ｔｒＣ ：＊＊”が表示されたら、POWER/BRK キーを押し続けて重量表示

に戻ってください。 

 

8. ゼロトラッキングの設定 

手 順 

手 順 



 

   - 17 -

 

 

 

(1) 重量表示から、CAL/MENUキーを数回押して、“ＦＵｎＣ．ＳＥＬ”の表示の

ときにTAREキーを押します。 

(2) CAL/MENU キーを数回押して、“ｂＡｎｄ ：＊＊”の表示の時に TARE
キーを押します。ここで＊＊は安定検出幅の現在の設定状態を示しています。 

(3) “ｂ－１”が表示され、以下 CAL/MENUキーを押すたびに、“ｂ－１”、 

“ｂ－５”、“ｂ－１０”が表示されます。ここで、現在設定されている内容に

は、その表示のときに、安定マークが点灯します。設定したい内容表示の時に

TAREキーを押すと、設定が変更されます。 

(4) また、POWER/BRKキーを押すと設定内容を変更せずに“ｂＡｎｄ ：＊＊” 

    表示にもどります。 

 

 
 

 
(1) 重量表示から、CAL/MENUキーを数回押して、“ＦＵｎＣ．ＳＥＬ”の表示の

ときにTAREキーを押します。 

(2) CAL/MENUキーを数回押して、“Ｕｎｉｔ．ＳＥＬ”の表示でTAREキーを押

します。 

(3) 登録できる単位がCAL/MENUキーを押す度に表示されます。また、現在登録さ

れている単位には安定マークが表示されます。 

(4) 登録したい単位が表示されているときに TARE キーを押すと、その単位が登録

されます。 

(5) POWER/BRKキーを押し続けて、重量表示に戻ります。 

 

上記の(1)～(3)の操作を行い、単位表示にします。現在登録してある単位表示

の時（安定マーク表示中）にTAREキーを押すと登録が解除されます。 

 

重量表示中に UNITキーを押す度に登録されている単位が切り換わります。た

だし、％、ＰＣＳ単位は登録していても基準値の設定をしていない場合には

数値の代わりに“  －－－  ”と表示されます。基準値の設定は「10.1

パーセント設定」または「10.2個数設定」を参照してください。 

 

 

10.1. パーセント設定 
 

この天びんは、基準試料を１００％に設定することにより、パーセント表示ができるようになってい

ます。 

 

 

(1) ％単位を登録します。「10.計量単位の登録・解除・切り換え」を参照してくだ

さい。すでに％単位が登録してある場合は、再度登録する必要はありません。 

(2) 皿の上に風袋をのせTAREキーを押します。 

(3) 基準試料を載せます。 

(4) 重量表示から、UNITキーを押して％表示に切り換えます。 

(5) “ＳＥｔ １００％”という表示になるまでCAL/MENUキーを押し続けます。 

9. 安定検出幅の設定 

10. 計量単位の登録・解除・切り換え 

表示単位の登録 

手 順 

表示単位の 

 解除 

単位の 

 切り換え 

手 順 
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(6) 安定マークが点灯したことを確認して、TAREキーを押します。 

(7) ％単位表示になります。 

 

基準試料質量（REF.）により 小表示値が以下のように変化します。 

下記、基準試料質量は天びんの 小表示値を 1 カウントとした場合のカウント

値です。 

％換算不可能の場合は、“Ｅｒｒ２０”が数秒間表示され質量表示に戻ります。 

 

  REF.＜ 少表示値×100 ％換算不可能 

少表示値×100 ＜REF.＜ 少表示値×1000 100％ 

少表示値×1000 ＜REF.＜ 少表示値×10000 100.0％ 

少表示値×10000 ＜REF.＜ 少表示値×100000 100.00％ 

少表示値×100000 ＜REF.＜ 少表示値×1000000 100.000％ 

少表示値×1000000 ＜REF. 100.0000％ 

 

 

 

10.2. 個数設定 
 

この天びんは、試料の単位質量を測定することにより個数表示（単位ＰＣＳ）ができます。 

単位質量を測定する基準個数は１０個、２０個、５０個、１００個です。基準個数が多いほど精度の高

い測定が可能です。 小単位値は“０．０１００ｇ”です。 

 

 

(1) 個数単位（PCS）を登録します。「10.計量単位の登録・解除・切り換え」を参

照してください。すでに PCS が登録してある場合は、再度登録する必要はあり

ません。 

(2) 皿の上に風袋を載せTAREキーを押します。 

(3) 試料を測定したい個数分、皿に乗せます。 

(4) 安定マークが点灯したことを確認します。 

(5) 重量表示から、UNITキーを押してPCS表示に切り換えます。 

(6) “ＳＥｔ １０PCS”という表示になるまで、CAL/MENUキーを押し続けます。 

(7) CAL/MENUキーを押す度に表示が、“ＳＥｔ １０PCS”、“ＳＥｔ ２０PCS”、

“ＳＥｔ ５０PCS”、“ＳＥｔ １００PCS”の順番で切り替わります。 

(8) 設定したい個数表示にして、TAREキーを押します。 

(9) “ＳＥｔ”が数秒間表示され、個数表示になります。 

 

手 順 



 

   - 19 -

10.3. 固体比重測定 
 

固体比重測定は、試料（固体）の空中での重量値と既知比重の液中での重量値とを測定して、試料の比

重を計算するものです。固体比重の表示単位は“，ｄ”です。 

 

 

(1) 天びんの特別付属品（工場オプション）として搭載されている下皿フックに吊

り皿をぶらさげ、その吊り皿を水槽の液中に浸しておきます。 

(2) 固体比重単位を登録します。（「10.表示単位の登録・解除・切り換え」参照） 

(3) 固体比重測定溶媒液比重を設定します。 

(4) （「24.固体比重測定用媒液比重の設定」参照） 

(5) 重量表示から UNITキーを押して、“，ｄ”表示に切り換えます。ただし空中

重量測定時は、ｇ単位も点灯しています。 

(6) TAREキーを押します。 

(7) 試料を天びんの皿の上に載せます。 

(8) 安定マークが点灯したらCAL/MENUキーを押します。 

(9) 続いて試料を液中の皿に載せ変えます。この後の表示は試料の比重を表してい

ます。 

(10) 次の試料の測定は、再度（５）から行います。 

 

また、オプションの比重キットを使用することによって、さらに、簡単に比重測定を行うこ

とが出来ます。 

特別付属品の下皿フック（工場オプション）については別途ご相談ください。 

 

 

 

10.4. 液体比重測定 
 

液体比重測定は、既知の体積を持つ沈錘（固体）の重量を、空中と測定したい液中で測定し、それらの

値から液体の比重を計算するものです。液体比重の表示単位は“ｄ”です。 

 

 

(1) 沈錘を水槽の液中に天びんの特別付属品（工場オプション）として搭載されてい

る下皿フックに吊り皿をぶらさげ、その吊り皿を水槽の液中に浸しておきます。 

(2) 液体比重単位を登録します。（「10.表示単位の登録・解除・切り換え」参照） 

(3) 液体比重測定用沈錘体積を設定します。 

(4) （「25.液体比重測定用沈錘体積の設定」参照） 

(5) 重量表示から UNITキーを押して、“ｄ”表示に切り換えます。ただし沈錘の

空中重量測定時はｇ単位も点灯しています。 

(6) TAREキーを押します。 

(7) 天びんの特別付属品（工場オプション）として搭載されている下皿フックに吊 

り皿をぶらさげ、その吊り皿沈錘を天びんの皿の上に載せます。 

(8) 安定マークが点灯したらCAL/MENUキーを押します。 

(9) 続いて沈錘を液中の皿に載せ変えます。この後の表示は試料の比重を表してい

ます。 

(10) 次の試料の測定は、再度（５）から行います。 

 

特別付属品の下皿フック（工場オプション）につきましては別途ご相談ください。 

 

手 順 

手 順 
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オートプリントを設定すると、試料を皿の上に載せて表示値が安定したときに、その値を天びんのDATA 

I/O およびRS232Cコネクタから出力します。以後試料を載せ変えても表示値が安定するたびに出力し

ます。天びんのｇ表示で表示がゼロ±５*カウント以内のときに、天びんのｇ表示で１０*カウント分以

上のものをのせて、表示が安定すると同時に自動的に印字します。この試料を降ろして、一旦表示がゼ

ロ±３カウントに収まってから、次の試料を載せます。 
* 小表示桁に関係なく1カウントは0.1mgに相当します。 

 

 

(1) 重量表示から、CAL/MENUキーを数回押して、“ＦＵｎＣ．ＳＥＬ”の表示の

ときにTAREキーを押します。 

(2) CAL/MENUキーを数回押すと、“AｔＰｒｔ：＊＊”と表示されます。 

ここで＊＊はオートプリントの現在の設定内容をあらわし“ｏｎ”の時は設定、

“ｏＦ”の時は解除になっています。 

(3) 設定内容を変更するときは、“AｔＰｒｔ：＊＊”と表示されている時に TARE

キーをします。 

(4) “ＡＰ－ｏｎ”が表示され、以下CAL/MENUキーを押すたびに“ＡＰ－ｏＦ”

または“ＡＰ－ｏｎ”が表示されます。ここで、現在の設定内容を表示してい

るときは安定マークが表示されます。設定したい内容が表示されているときに

TAREキーを押すと設定が変更されます。また、POWER/BRKキーを押すと設定

内容を変更せずに“AｔＰｒｔ：＊＊”に戻ります。 

(５) “AｔＰｒｔ：＊＊”が表示されたら、POWER/BRKキーを押し続けて重量表示に

戻ってください。 

 

 

 

 

現在の重量の 大ひょう量に対する割合をバーグラフで表示する機能があります。また、この機能は設

定により表示／非表示を選択することができます。 

 

 

(1) 重量表示から、CAL/MENUキーを数回押して、“ＦＵｎＣ．ＳＥＬ”の表示の

ときにTAREキーを押します。 

(2) CAL/MENUキーを数回押すと、“AｄｉＳＰ：＊＊”と表示されます。 

ここで＊＊はアナログ表示の現在の設定内容をあらわし“ｏｎ”の時は設定、

“ｏＦ”の時は解除になっています。 

(3) 設定内容を変更するときは、“AｄｉＳＰ：＊＊”と表示されている時にTARE
キーを押します。 

(4) “Ａｄ－ｏｎ”が表示され、以下CAL/MENUキーを押すたびに“Ａｄ－ｏＦ”

または“Ａｄ－ｏｎ”が表示されます。ここで、現在の設定内容を表示してい

るときは安定マークが表示されます。設定したい内容が表示されているときに

TAREキーを押すと設定が変更されます。また、POWER/BRKキーを押すと設定

内容を変更せずに“AｄｉＳＰ：＊＊”に戻ります。 

(5) 表示に戻ってください。 

 

 

 

 

 

11. オートプリントの設定 

12. アナログ表示の設定 

手 順 

手 順 
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積込測定を設定すると、プリンタを接続している場合は“‐‐‐ＡＤＤＯＮ ＭＯＤＥ‐‐‐”と印字

し、天びんの表示がゼロ±５*カウント以内のときに１０*カウント分以上の質量のものを皿の上に載せ

て表示値が安定したときに、その値を天びんのDATA I/O およびRS232Cコネクタから出力し、その後、

風袋引きを自動で行います。以後試料を載せ変えても表示値が安定するたびに出力し、風袋引きを行い

ます。また、以下のメニューかPOWER/BRKを押すことによって、積込測定を解除出来ます。解除した

時に、その時点までの測定を行った試料の合計値が表示されます。プリンタを接続している場合は“Ｔ

ＯＴＡＬ＝”の出力とともに合計値が出力されます。 

 

(1) 重量表示から、CAL/MENUキーを数回押して、“ＦＵｎＣ．ＳＥＬ”の表示の

ときにTAREキーを押します。 

(2) CAL/MENUキーを数回押すと、“Ａｄｄｏｎ：＊＊”と表示されます。 

ここで＊＊はオートプリントの現在の設定内容をあらわし“ｏｎ”の時は設定、

“ｏＦ”の時は解除になっています。 

(3) 設定内容を変更するときは、“Ａｄｄｏｎ：＊＊”と表示されている時にTARE
キーを押します。 

(4) “Ａｄｏｎ－ｏｎ”が表示され、以下CAL/MENUキーを押すたびに“Ａｄｏｎ

－ｏＦ”または“Ａｄｄｏｎ－ｏｎ”が表示されます。ここで、現在の設定内

容を表示しているときは安定マークが表示されます。設定したい内容が表示さ

れているときに TARE キーを押すと設定が変更されます。また、POWER/BRK
キーを押すと設定内容を変更せずに“Ａｄｄｏｎ：＊＊”に戻ります。 

(5) “Ａｄｄｏｎ：＊＊”が表示されたら、POWER/BRK キーを押し続けて重量表

示に戻ってください。 

 
* 小表示桁に関係なく1カウントは0.1mgに相当します。 

 

 

 

 

正味総量測定を設定すると、プリンタを接続している場合“‐‐‐ＭＥＭＯＲＹ ＭＯＤＥ‐‐‐”と

印字し、試料を皿の上に載せて、PRINTキーを押すたびに、その値を天びんのDATA I/OおよびRS232C

コネクタから出力し、その後、風袋引きを自動で行います。以後試料を載せ変えてもPRINTキーを押す

たびに出力し、風袋引きを行います。また、以下のメニューかPOWER/BRKキーを押すことによって、

正味総量測定を解除出来ます。解除した時に、その時点までの測定を行った試料の合計値が表示されま

す。プリンタを接続している場合は“ＴＯＴＡＬ＝”の出力とともに合計値が出力されます。 

 

(1) 重量表示から、CAL/MENUキーを数回押して、“ＦＵｎＣ．ＳＥＬ”の表示の

ときにTAREキーを押します。 

(2) CAL/MENUキーを数回押すと、“ｍＥ：＊＊”と表示されます。 

ここで＊＊は正味総量測定の現在の設定内容をあらわし“ｏｎ”の時は設定、

“ｏＦ”の時は解除になっています。 

(3) 設定内容を変更するときは、“ｍＥ：＊＊”と表示されている時に TAREキー

を押します。 

 

 

 

13. 積込測定の設定 

14. 正味総量測定の設定 

手 順 

手 順 
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(4) “ｍ－ｏｎ”が表示され、以下CAL/MENUキーを押すたびに“ｍ－ｏＦ”また

は“ｍ－ｏｎ”が表示されます。ここで、現在の設定内容を表示しているとき

は安定マークが表示されます。設定したい内容が表示されているときに TARE
キーを押すと設定が変更されます。また、POWER/BRK キーを押すと設定内容

を変更せずに“ｍＥ：＊＊”に戻ります。 

(5) “ｍＥ：＊＊”が表示されたら、POWER/BRKキーを押し続けて重量表示に戻っ

てください。 

 

 

 

 

「７．スパン校正」で示した４種類の中から（ＡＹシリーズは２種類）通常実行したいスパン校正方法を

設定し記憶しておくことにより、その設定された校正を簡単に実行することが出来ます。その設定され

た校正をワンタッチスパン校正と呼びます。 

 

(1) 重量表示から、CAL/MENUキーを数回押して、“ＳＥｔｔｉｎＧ”の表示のと

きにTAREキーを押します。 

(2) “ＣＡＬ ｄＥＦ”の表示の時にTAREキーを押します。 

(3) CAL/MENUキーを押すとスパン校正の種類が表示されます。ワンタッチスパン

校正として設定したい項目が表示されている時に TARE キーを押します。ま

た、現在設定されている標準スパン校正には安定マークが表示されます。 

• “Ｅ ＣＡＬ ”： 外部分銅を用いたスパン校正 

• “Ｅ ｔＥＳｔ”： 外部分銅を用いたスパンチェック 

• “ｉ ＣＡＬ ”： 内蔵分銅を用いたスパン校正 

                （AW/AXシリーズのみ） 

• “ｉ ｔＥＳｔ”： 内蔵分銅を用いたスパンチェック 

                （AW/AXシリーズのみ） 

(4) “ＣＡＬ ｄＥＦ”が表示されたら、POWER/BRK キーを押し続けて重量表示

に戻ってください。 

(1) 重量表示の時にCAL/MENUキーを押すと、ワンタッチスパン校正の種類が表示

されます。 

(2) ここで、TAREキーを押すとワンタッチスパン校正が実行されます。 

15. ワンタッチスパン校正 

ワンタッチスパ 

ン校正の設定 

 

 

ワンタッチスパ 

ン校正の実行 

 

手 順 

手 順 
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(1) 重量表示から、CAL/MENUキーを数回押して、“ＳＥｔｔｉｎＧ”の表示のと

きにTAREキーを押します。 

(2) CAL/MENUキーを数回押して、“ＣＡＬ ＳＥｔ”と表示されている時にTARE

キーを押します。このとき表示部内の上段に  MENUマークと＃マークが表示さ

れ数値入力状態になっていることを示しています。また、機種により

50.0000、100.0000、200.0000、300.0000 と表示され、左端の数字

が点滅します。 

(3) 点滅している桁はこれから変更する数値になります。数値は UNITキーを押す

たびに、１→２→・・・→８→９→１→・・・と変わります。その桁の数値を

確定するためにはPRINTキーを押します。このとき以前設定した桁は確定して

１つ右の桁の数値が点滅します。表示されている数値をスパン校正用外部分銅

値として確定する時はTAREキーを押します。また、POWER/BRKキーを押すと

値を変更しないで“ ＣＡＬ ＳＥｔ ”に戻ります。 

(4) “ ＣＡＬ ＳＥｔ ”が表示されたら、POWER/BRKキーを押し続けて重量表示

に戻ってください。 

 

 

 

 

（AW/AXシリーズのみ） 

(1) 重量表示から、CAL/MENUキーを数回押して、“ＳＥｔｔｉｎＧ”の表示のと

きにTAREキーを押します。 

(2) CAL/MENUキーを数回押して、“ＰＣＡＬ．ＳＥｔ”と表示されている時にTARE
キーを押します。このとき表示部内の上段に  MENUマークと＃マークが表示さ

れ数値入力状態になっていることを示しています。また、機種により

50.0000、100.0000、200.0000、300.0000 と表示され、左端の数字

が点滅します。 

(3) 点滅している桁はこれから変更する数値になります。数値は UNITキーを押す

たびに、１→２→・・・→８→９→１→・・・と変わります。その桁の数値を

確定するためにはPRINTキーを押します。このとき以前設定した桁は確定して

１つ右の桁の数値が点滅します。表示されている数値を内蔵分銅校正用外部分

銅値として確定する時はTAREキーを押します。また、POWER/BRKキーを押す

と値を変更しないで 

(4) “ ＰＣＡＬ．ＳＥｔ ”に戻ります。 

(5) “ ＰＣＡＬ．ＳＥｔ ”が表示されたら、POWER/BRKキーを押し続けて重量表

示に戻ってください。 

 

16. スパン校正用外部分銅値の設定 

17. 内蔵分銅校正用外部分銅値の設定 

手 順 

手 順 
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（AW/AXシリーズのみ） 

(1) 充分に暖機します。 「３．暖機について」参照 

(2) 水平を確認します。 

(3) 皿の上の物を降ろし、TAREキーを押して、表示をゼロにしておきます。 

(4) 重量表示から、CAL/MENUキーを数回押して、“ＳＥｔｔｉｎＧ”の表示の時

にTAREキーを押します。 

(5) CAL/MENUキーを数回押して、“ＰｃＡＬ   ”の表示でTAREキーを押し

ます。ここから内蔵分銅の校正を開始します。 

(6) “ＰＣＡＬ”の表示になり、ゼロ点のチェックをします。 

(7) “ｘｘｘ．ｘｘｘｘ”と表示されたときに、表示にしたがって内蔵分銅校正用

分銅を皿に載せてください。 

(8) “０．００００”と表示されたときに、内蔵分銅校正用分銅を皿から降ろしま

す。 

(9) “ＰＣＡＬ １”表示になり、天びん内部で自動的に内蔵分銅を皿に乗せます。 

(10) “ＰＣＡＬ ０”表示になり、もう一度ゼロ点のチェックをします。 

(11) 内蔵分銅によるスパン校正が実行され、重量表示に戻れば終了です。 

 

 

 

 

(1) 重量表示から、CAL/MENUキーを数回押して、“ＳＥｔｔｉｎＧ”の表示のと

きにTAREキーを押します。 

(2) CAL/MENUキーを数回押して、“ｉｄ：＊＊＊＊”と表示されている時にTARE
キーを押します。このとき表示部内の上段に  MENUマークと＃マークが表示さ

れ数値入力状態になっていることを示しています。また、“ｉｄ：＊＊＊＊”

と表示され左端の４桁目が点滅しています。 

(3) 点滅している桁はこれから変更する数値になります。数値は UNITキーを押す

たびに、１→２→・・・→８→９→１→・・・と変わります。その桁の数値を

確定するためにはPRINTキーを押します。このとき以前設定した桁は確定して

１つ右の桁の数値が点滅します。表示されている数値を内蔵分銅校正用外部分

銅値として確定する時はTAREキーを押します。また、POWER/BRKキーを押す

と値を変更しないで“ ｉｄ：＊＊＊＊ ”に戻ります。 

(4) “ ｉｄ：＊＊＊＊ ”が表示されたら、POWER/BRKキーを押し続けて重量表示

に戻ってください。 

 

 

 

 

(1) 重量表示から、CAL/MENUキーを数回押して、“ＳＥｔｔｉｎＧ”の表示のと

きにTAREキーを押します。 

(2) CAL/MENUキーを数回押すと、“ＧＬＰ ：＊＊”と表示されます。 

ここで＊＊はＧＬＰ・ＧＭＰ対応出力の現在の設定内容をあらわし“ｏｎ”の

時は設定、“ｏＦ”の時は解除になっています。 

(3) 設定内容を変更するときは、“ＧＬＰ ：＊＊”と表示されている時に TARE
キーを押します。 

 

18. 内蔵分銅の校正 

19. 天びんＩＤナンバーの設定 

20. ＧＬＰ・ＧＭＰ対応出力の設定 

手 順 

手 順 

手 順 
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(4) “ＧＬＰ－ｏｎ”が表示され、以下CAL/MENUキーを押すたびに“ＧＬＰ－ｏ

Ｆ”または“ＧＬＰ－ｏｎ”が表示されます。ここで、現在の設定内容を表示

しているときは安定マークが表示されます。設定したい内容が表示されている

ときにTAREキーを押すと設定が変更されます。また、POWER/BRKキーを押す

と設定内容を変更せずに“ＧＬＰ ：＊＊”に戻ります。 

(5) “ＧＬＰ ：＊＊”が表示されたら、POWER/BRK キーを押し続けて重量表示

に戻ってください。 

 

 

 

 

（AWシリーズのみ） 

メニュー選択で、ＡＣＡＬ－ｏｎが選択されているときは、測定モード中に、次のいずれかの条件を満

たせば自動スパン校正が行われます。 

① 周囲温度が変化したとき 

② 前回のスパン校正から約４時間が経過したとき 

③ 暖気状態中に上記①、②の条件を満たしており、その後測定モードになったとき 

また、測定中に上記条件が満たされた場合にスパン校正が始まる約２分前から、分銅マークが点滅し、

スパン校正が始まることを知らせます。 

予告点滅表示中にPOWER/BRKキーを押すことによって、スパン校正の開始をパスすることも出来ま

す。 

 

 

(1) 重量表示から、CAL/MENUキーを数回押して、“ＳＥｔｔｉｎＧ”の表示のと

きにTAREキーを押します。 

(2) CAL/MENUキーを数回押すと、“ＡＣＡＬ ：＊＊”と表示されます。 

ここで＊＊は自動スパン校正の現在の設定内容をあらわし“ｏｎ”の時は設定、

“ｏＦ”の時は解除になっています。 

(3) 設定内容を変更するときは、“ＡＣＡＬ ：＊＊”と表示されている時にTARE
キーを押します。 

(4) “ＡＣＡＬ－ｏｎ”が表示され、以下CAL/MENUキーを押すたびに“ＡＣＡＬ

－ｏＦ”または“ＡＣＡＬ－ｏｎ”が表示されます。ここで、現在の設定内容

を表示しているときは安定マークが表示されます。設定したい内容が表示され

ているときにTAREキーを押すと設定が変更されます。また、POWER/BRKキー

を押すと設定内容を変更せずに“AＣＡＬ ：＊＊”に戻ります。 

(5) “AＣＡＬ ：＊＊”が表示されたら、POWER/BRKキーを押し続けて重量表示

に戻ってください。 

 

 

 

 

（AWシリーズのみ） 

メニュー選択で、ｔＣＡＬ－ｏｎが選択されているときは、測定モード中に、ｔＣＡＬ ｔ１～ｔＣＡＬ ｔ３

において設定された時刻になると自動的にスパン校正が行われます。 

また、測定中に上記条件が満たされた場合にスパン校正が始まる約２分前から、分銅マークが点滅し、

スパン校正が始まることを知らせます。 

予告点滅表示中にPOWER/BRKキーを押すことによって、スパン校正の開始をパスすることも出来ま

す。 

 

 

21. 自動スパン校正の設定 

22. タイマーCAL の設定 

手 順 
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(1) 重量表示から、CAL/MENUキーを数回押して、“ＳＥｔｔｉｎＧ”の表示のと

きにTAREキーを押します。 

(2) CAL/MENUキーを数回押すと、“ｔＣＡＬ ：＊＊”と表示されます。 

ここで＊＊は自動スパン校正の現在の設定内容をあらわし“ｏｎ”の時は設定、

“ｏＦ”の時は解除になっています。 

(3) 設定内容を変更するときは、“ｔＣＡＬ ：＊＊”と表示されている時にTARE
キーを押します。 

(4) “ｔＣＡＬ－ｏｎ”が表示され、以下CAL/MENUキーを押すたびに“ｔＣＡＬ

－ｏＦ”または“ｔＣＡＬ－ｏｎ”が表示されます。ここで、現在の設定内容

を表示しているときは安定マークが表示されます。設定したい内容が表示され

ているときにTAREキーを押すと設定が変更されます。また、POWER/BRKキー

を押すと設定内容を変更せずに“ｔＣＡＬ ：＊＊”に戻ります。 

(5) “ｔＣＡＬ ：＊＊”が表示されたら、POWER/BRK キーを押し続けて重量表

示に戻ってください。 

 

 

 

 

（AWシリーズのみ） 

メニュー選択でｔＣＡＬ－ｏｎが選択されているときは、設定した時刻になると自動的にスパン校正を

行います。 

スパン校正を自動的に開始する時刻を 大３種類まで設定することができます。 

開始時刻は２４時間制の時間と分で指定し、全桁が“＿”の時は設定していないことを表します。 

 

(1) 重量表示から、CAL/MENUキーを数回押して、“ＳＥｔｔｉｎＧ”の表示のと

きにTAREキーを押します。 

(2) CAL/MENUキーを数回押すと、“ｔＣＡＬ ｔ＊”と表示されている時にTARE
キーを押します。ここで、“＊”はこれから設定する時刻の番号を表し、１～

３の数字になります。このとき表示部内の上段に分銅マーク、 MENUマークと

＃マークが表示され数値入力状態になっていることを示しています。また、現

在設定されている時刻が“ＨＨ：ＭＭ”（ＨＨ：時、ＭＭ：分）と表示され、

左端の桁が点滅します。 

(3) 点滅している桁がこれから変更する数値を示し、UNITキーを押すと数値が１づ

つ増えます。時は００から２３、分は００から５９までの値になります。時分

それぞれ数値は UNITキーを押すたびに１０の位は１づつ増え、１の位は１づ

つ増えるとともに桁上がりの時は１０の位も連動して変化します。PRINTキー

を押すと現在の桁を確定して１つ右の桁が点滅します。変更作業を終了すると

きはPOWER/BRKキーを押してください。 

(4) “ｔＣＡＬ ｔ＊”が表示されたら、POWER/BRK キーを押し続けて重量表示

に戻ってください。ここで“＊”は設定を変更した時刻の番号です。 

 

 

 

 

(1) 重量表示から、CAL/MENUキーを数回押して、“ＳＥｔｔｉｎＧ”の表示のと

きにTAREキーを押します。 

(2) CAL/MENUキーを数回押して、“ＬＳＧ ＳＥｔ ”と表示されている時にTARE
キーを押します。このとき表示部内の上段に  MENUマークと＃マークが表示さ

れ数値入力状態になっていることを示しています。 

また“ＳＧ＊．＊＊＊＊”と表示され、Ｇの右側の桁が点滅しています。 

23. タイマーCAL 開始時刻の設定 

24. 固体比重測定用媒液比重の設定 

手 順 

手 順 

手 順 
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(3) 点滅している桁はこれから変更する数値になります。数値は UNITキーを押す

たびに、０→１→・・・→８→９→０→・・・と変わります。その桁の数値を

確定するためにはPRINTキーを押します。このとき以前設定した桁は確定して

１つ右の桁の数値が点滅します。表示されている数値を固体比重測定用媒液比

重として確定する時はTAREキーを押します。 

また、POWER/BRKキーを押すと値を変更しないで“ ＬＳＧ ＳＥｔ ”に戻り

ます。 

(4) “ ＬＳＧ ＳＥｔ ”が表示されたら、POWER/BRKキーを押し続けて重量表示

に戻ってください。 

 

 

 

 

 

(1) 重量表示から、CAL/MENUキーを数回押して、“ＳＥｔｔｉｎＧ”の表示のと

きにTAREキーを押します。 

(2) CAL/MENUキーを数回押して、“Ｓｖ  ＳＥｔ ”と表示されている時にTARE
キーを押します。このとき表示部内の上段に  MENUマークと＃マークが表示さ

れ数値入力状態になっていることを示しています。 

また“＿＿＊．＊＊＊＊”と表示され、一番左の桁が点滅しています。 

(3) 点滅している桁はこれから変更する数値になります。数値は UNITキーを押す

たびに、０→１→・・・→８→９→０→・・・と変わります。その桁の数値を

確定するためにはPRINTキーを押します。このとき以前設定した桁は確定して

１つ右の桁の数値が点滅します。表示されている数値を液体比重測定用沈錘体

積として確定する時はTAREキーを押します。 

また、POWER/BRKキーを押すと値を変更しないで“ Ｓｖ  ＳＥｔ ”に戻り

ます。 

(4) “ Ｓｖ  ＳＥｔ ”が表示されたら、POWER/BRKキーを押し続けて重量表示

に戻ってください。 
 

（AW/AXシリーズのみ） 
 
(1) 重量表示から、CAL/MENUキーを数回押して、“ＳＥｔｔｉｎＧ”の表示のと

きにTAREキーを押します。 

(2) CAL/MENUキーを数回押すと、“ｄ－ＭＭ．ＤＤ”と表示されます。 

ここでＭＭ．ＤＤは現在の設定されている日付（ＭＭ：月、ＤＤ：日）になっ

ています。 

(3) 日付を変更するときは、“ ｄ－ＭＭ．ＤＤ”と表示されている時にTAREキー

を押します。このとき表示部内の上段に  MENUマークと＃マークが表示され数

値入力状態になっていることを示しています。また、現在設定されている日付

が“ＹＹ．ＭＭ．ＤＤ”（ＹＹ：年、ＭＭ：月、ＤＤ：日）と表示され、左端

の桁が点滅します。 

(4) 点滅している桁がこれから変更する数値を示し、UNITキーを押すと数値が１づ

つ増えます。年は００から９９、月は０１から１２、日は０１から３１までの

値になります。年月日それぞれ数値は UNITキーを押すたびに１０の位は１づ

つ増え、１の位は１づつ増えるとともに桁上がりの時は１０の位も連動して変

化します。PRINTキーを押すと現在の桁を確定して１つ右の桁が点滅します。

変更作業を終了するときはPOWER/BRKキーを押してください。 

25. 液体比重測定用沈錘体積の設定 

26. 日付設定 

手 順 

手 順 
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(5) “ ｄ－ＭＭ．ＤＤ”が表示されたら、POWER/BRKキーを押し続けて重量表示

に戻ってください。 

 

 

 

 

 （AW/AXシリーズのみ） 

時刻設定は±３０秒調整と時刻を 初から入力する方法があります。これらは時刻の修正範囲に応じて

選択してください。 

 

(1) 重量表示から、CAL/MENUキーを数回押して、“ＳＥｔｔｉｎＧ”の表示のと

きにTAREキーを押します。 

(2) CAL/MENUキーを数回押すと、“ｔ－ＨＨ：ＭＭ”と表示されます。 

ここでＨＨ：ＭＭは現在の設定されている時刻（ＨＨ：時、ＭＭ：分）になっ

ています。 

(3) 時刻を変更するときは、“ ｔ－ＨＨ：ＭＭ”と表示されている時にTAREキー

を押します。 

(4) “ＳＥＣ ＡｄＪ”と表示されているときにTAREキーを押してください。 

(5) 天びん以外の時計を参照して、００秒の時に TAREキーを押してください。こ

のときの秒の値が００から２９の時は００秒になり、それ以上の場合には００

秒になると同時に１分桁上がりします。 

(6) “ ｔ－ＨＨ：ＭＭ”が表示されたら、POWER/BRKキーを押し続けて重量表示

に戻ってください。 

 

(1) 重量表示から、CAL/MENUキーを数回押して、“ＳＥｔｔｉｎＧ”の表示のと

きにTAREキーを押します。 

(2) CAL/MENUキーを数回押すと、“ｔ－ＨＨ：ＭＭ”と表示されます。 

ここでＨＨ：ＭＭは現在の設定されている時刻（ＨＨ：時、ＭＭ：分）になっ

ています。 

(3) 時刻を変更するときは、“ ｔ－ＨＨ：ＭＭ”と表示されている時にTAREキー

を押します。 

(4) CAL/MENUキーを押して、“ｔｍ．ＡｄＪ”と表示されているときにTAREキー

を押してください。このとき表示部内の上段に  MENUマークと＃マークが表示

され数値入力状態になっていることを示しています。また、現在設定されてい

る時刻が“ＨＨ：ＭＭ：ＳＳ”（ＨＨ：時、ＭＭ：分、ＳＳ：秒）と表示され、

左端の桁が点滅します。 

(5) 点滅している桁がこれから変更する数値を示し、UNITキーを押すと数値が１づ

つ増えます。時は００から２３、分と秒は００から５９までの値になります。

時分秒それぞれ数値は UNITキーを押すたびに１０の位は１づつ増え、１の位

は１づつ増えるとともに桁上がりの時は１０の位も連動して変化します。

PRINTキーを押すと現在の桁を確定して１つ右の桁が点滅します。変更作業を

終了するときはPOWER/BRKキーを押してください。 

(6) “ ｔ－ＨＨ：ＭＭ”が表示されたら、POWER/BRKキーを押し続けて重量表示

に戻ってください。 

 

27. 時刻設定 

±３０秒調整 

時刻入力 
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10

X1 X2 Xi X10

Y1 Y2 Yi Y10

σx =
Σ Xi - X 2
10

i = 1

9

σy =
Σ Yi - Y 2
10

i = 1

9

X Y
 

 

 

（AW/AXシリーズのみ） 

スパン校正の記録に天びん内蔵時計の日付・時刻を印字するかどうかを設定します。プリンタ内蔵時計

の日時を印字したい場合は“Ｐｒｔｄｔ：ｏＦ”に設定してください。 
 

(1) 重量表示から、CAL/MENUキーを数回押して、“ＳＥｔｔｉｎＧ”の表示のと

きにTAREキーを押します。 

(2) CAL/MENUキーを数回押すと、“Ｐｒｔｄｔ：＊＊”と表示されます。 

ここで＊＊は自動スパン校正の現在の設定内容をあらわし“ｏｎ”の時は設定、

“ｏＦ”の時は解除になっています。 

(3) 設定内容を変更するときは、“Ｐｒｔｄｔ：＊＊”と表示されている時にTARE
キーを押します。 

(4) “Ｐｒｔｄｔ－ｏｎ”が表示され、以下CAL/MENUキーを押すたびに“Ｐｒｔ

ｄｔ－ｏＦ”または“Ｐｒｔｄｔ－ｏｎ”が表示されます。ここで、現在の設

定内容を表示しているときは安定マークが表示されます。設定したい内容が表

示されているときにTAREキーを押すと設定が変更されます。また、POWER/BRK
キーを押すと設定内容を変更せずに“Ｐｒｔｄｔ：＊＊”に戻ります。 

(5) “Ｐｒｔｄｔ：＊＊”が表示されたら、POWER/BRK キーを押し続けて重量表

示に戻ってください。 

 

 

 

 
 性能点検は、室温２５℃前後で温度変化の少ないところで行なってください。    

これらの性能点検は、天びんが正常かどうかの判断の目安とお考えください。 

 

• 充分に暖機します。→「３．暖機について」参照。 

• 測定条件を次のように設定します。 

・ Ｓｔｎｄ （標準モード） 

・ ｂ－１  （安定検出幅１カウント） 

・ ｔｒＣ－ｏＦ（ゼロトラッキングｏＦＦ） 

 

 

(1) ひょう量近くの分銅を皿の中央

に１０回載せ降ろしして以下に

示す値を記録します。 

Xi：載せたときに安定マーク

が点灯したときの表示値 

Yi：降ろしたときに安定マー

クが点灯したときの表示値 

(2) 右式に従って標準偏差σｘ、σy

を求めます。 

(3) σx、σy ともに、 ３２.仕様 

にある標準偏差の1.5倍以内で

あれば正常です。 

 

 

 

 

28. 日付・時刻印字設定 

29. 性能点検 

繰り返し性 

手 順 

準 備 
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1/4

1

2

3

4

5

1

3

2

54

 

(1) ひょう量の約4分の1のおもり

を右図の番号順に皿に載せ、そ

れぞれの値Ｘ１～Ｘ５を記録

します。 

(2) 皿中央での値と、それ以外での

値の差（偏置誤差）がいずれ

も、５カウント以内であれば正

常です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 汚れたときは、中性洗剤を軽く含ませた柔らかい布で拭き取ってくださ

い。 

・ 有機溶剤や化学ぞうきんは塗装や表示パネルを傷めますので使用しないで

ください。 

・ 皿は丸洗いできます。充分乾かしてから天びんに取付けてください。 

偏置誤差 

（四スミ誤差） 

30. 手入れ 

汚れた時 
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 対策のところにＳが記されている場合は、取扱店または、当社サービス部門（「アフターサービス   

について」を参照）にご連絡ください。 

（いつ） （どのような内容） （原因→対策） 

測定の前に ・表示に何も表示されない。 ・ＡＣアダプタが抜けている。 

・配電盤がＯＦＦになっている。 

 

・表示がふらつく。 

 

・安定マークが点灯しにくい。

 

・測定値がばらつく。 

 

・測定値がある方向にずれて 

 いく。 

  

・ＣＡＬ ｄが頻繁に表示さ 

 れる。 

・振動、風の影響。 

     →設置場所を変える。 

     →平均化時間や安定検出幅を変える。 

・揮発性の試料。 

     →蓋をして測定する。 

・帯電している。 

     →金属容器に入れて測定する。 

     →プラスチック円板などの場合。 

      皿に試料より大きい金属を置いて 

      測定する。 

・試料の温度が秤量室の温度より高いまたは、低い。 

    →同じ温度にしてから測定する。 

    →高安定モードに設定する。 

・電気ノイズや強力な電磁波の影響。 

     →ノイズ源から遠ざける。 

・ひょう量室内の空気と外気との対流。 

     →天びんを使用していないときには 

      ひょう量室の扉を1mm～2mm開けて 

      おく。 

・メカユニットのトラブル。 

     →Ｓ 

・頻繁に自動スパン校正に入る。 ・室温変化、機体の温度変化が激しい。 

     →温度変化の小さい場所へ移す。 

・Ｅｒｒ ０ｘなどのエラー表示

 がでる。 

・ハードウエアの故障。 

     →Ｓ 

・Ｅｒｒ ２０の表示が出る。 ・入力した数値が間違っている。 

・単位の登録の解除ができない状態で単位解除

をしようとした。 

     →登録されている単位が 1 つだけ、

または比重測定単位のみになる場

合に表示されます。 

・Ｅｒｒ ２４の表示が出る。 ・バッテリーパックの電圧が低い。 

     →バッテリーを充電する。 

測定中に 

・ｔ ｔｏ １０等の表示が 

 出る。 

・調整用コマンド・コードが入力された。 

     →電源を抜いて、約１０秒経過後に

入れ直す。この表示が出てから24

時間以上放置すると正しい測定が

できなくなります。 

 

 

 

 

 

31. 故障？ 
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（いつ） （どのような内容） （原因→対策） 

・小さな連続音がする。 ・荷重とバランスをとるパルス電流のためで異

常ではありません。 

暖気中も同じです。 

 

・パソコン等とデータの送受信

 ができない。 

・通信パラメータが間違っている。 

     →「6.3.［ｉｎｔＦＡＣＥ］選択時の 

       メニュー表示」参照。 

・ＣＡＬ Ｅ２表示が出る。 ・スパン校正時に、皿に物が載っている。 

     →物を降ろしてしばらくすると感度校 

      正が始まります。 

・ＣＡＬ Ｅ３表示が出る。 ・内蔵分銅の校正時に、載せた基準分銅が正確でない。 

    →「18.内蔵分銅の校正」参照。 

スパン校正中に 

・ＣＡＬ Ｅ４表示が出る。 ・天びん内部異常。 

     →Ｓ 

 

 

31.１ エラー表示 
 

Ｓマークのものは、サービス等に連絡してください。 

エラー表示 内容 対策例 

ＣＡＬ Ｅ２ 感度校正時、ゼロ点ずれが大きい 皿上を空にする 

ＣＡＬ Ｅ３ ＰＣＡＬ時、ずれが大きい 正確な分銅を使用 

ＣＡＬ Ｅ４ 感度調整時、感度ずれが大きい 正確な分銅を使用 

ＣＨＥ ｘ この表示で止まるとき Ｓ 

Ｅｒｒ ０ｘ 天びん内部の異常 Ｓ 

Ｅｒｒ ２０ 適切でない数値を設定しようとした 数値を見直す 

Ｅｒｒ ２４ 電源電圧が異常で記憶できない 電源電圧を確認 

 

 

 

形名 AW320 AW220 AW120 AX200 

ひょう量 320g 220g 120g 200g 

小表示 0.1mg 

標準偏差σ σ≦0.15 mg σ≦0.1 mg 

直線性 ±0.3 mg ±0.2 mg 

校正用外部分銅値 

（推奨値） 

 

300g 

 

200g 

 

100g 

 

200g 

皿の大きさ（mm） φ80 mm 

本体寸法(mm) 216×315×330 

本体重量 約7kg 

感度の安定度 

(10℃～30℃) 

± 2ppm ：ＰＳＣ ＯＮ時 

± 2ppm/℃ ：ＰＳＣ ＯＦＦ時 

± 2ppm/℃  

使用温度範囲 5～40 ℃ 

電源 ＡＣ100V –15%～+10%、50/60Hz ＡＣアダプタ式 

 

 

32. 仕 様 



 

   - 33 -

形名 AX120 AY220 AY120 AY62 

ひょう量 120g 220g 120g 62g 

小表示 0.1mg 

標準偏差σ σ≦0.1 mg 

直線性 ±0.2 mg 

校正用外部分銅値 

（推奨値） 

 

100g 

 

200g 

 

100g 

 

60g 

皿の大きさ（mm） φ80 mm 

本体寸法(mm) 216×315×330 

本体重量 約7kg 

感度の安定度 

(10℃～30℃)   

 

± 2ppm/℃  

使用温度範囲 5～40 ℃ 

電源 ＡＣ100V –15%～+10%、50/60Hz ＡＣアダプタ式 

 
 

 

   特別付属品（オプション） 

品     名 部品番号 備   考 

電子プリンタEP-50 321-34986  

電子プリンタEP-60A 321-42008-10  

ポケコンプリンタCD-PCE650 320-02144-14  

RS232CインタフェースIFB-102A 321-41167-10  

RS232Cケーブル25P-9S（1.8m） 321-60754-01 IBM-PC/AT、DOS/V用 

RS232Cケーブル25P-25P（1.5m） 321-60753-01 
一部のNEC PC-98用 

（IEEE標準サイズ） 

RS232Cケーブル25P-14P（3m） 321-60755-01 
NEC PC-98ノート用 

（セントロハーフ） 

フットスイッチFSB-101T 321-40012-01 ＴＡＲＥ用 

フットスイッチFSB-101P 321-40012-02 ＰＲＩＮＴ用 

比重測定キット 321-60550  

 

 

   保守部品 

品     名 部品番号 備   考 

皿 321-60453  

皿受けASSY 321-60459 クッション含む 

風よけリング 321-60438  

ACアダプタ 321-60132  

水平調整足 321-53530-30  

ガラス扉 ASSY、右 321-60445 取っ手含む 

ガラス扉 ASSY、左 321-60444 取っ手含む 

ガラス扉 ASSY、上 321-60468 取っ手含む 

前面ガラス 321-60430  

 

 

 

 

33. 部品リスト 
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島津電子天びんと電子プリンタなどの周辺機器（オプション）とを組み合わせてお使いになりますと、

さらに効率良く、便利にお使いいただけます。 

      周辺 
        機器 
機能 

電子プリンタ 
EP-50 

電子プリンタ 
EP-60A 

ポケコン 
プリンタ 
CD-PCE650 

ナンバリング機能 ○   
コンパレータ機能 ○   
正味総量測定 ○  ○ 
積込測定 ○  ○ 
オートプリント ○ ○ ○ 
定数乗算 ○  ○ 
統計計算 ○ ○ ○ 
BASIC言語による 
低価格ﾃﾞｰﾀ処理 

 
 

 
 

 
○ 

質量変化の観測 
（所定時間間隔での印字）

 
 

 
 

 
○ 

複数試料の水分率、残留
分測定など 

 
 

 
 

 
○ 

各種の数値設定    

• AW/AX/AYシリーズは、標準でRS232Cインタフェースを内蔵しておりますので、パソコン等の外部

機器とも簡単に接続し、上記機能以外の機能も可能です。ただし、RS232C インターフェースを使

用する場合、機能の内容によっては、電子プリンタと併用できない場合があります。 

• 上記機能のなかには、天びん本体で設定できるものも含まれます。 

 

 

34.１ 電子プリンタ ＥＰ－５０ 
 

(1) 天びんの通信ﾌｫｰﾏｯﾄの設定を以下のように設定します。 

ｉｎｔＦＡＣＥ－ｉＦ：Ｆ１ 

(2) 天びんの電源を抜いてから、天びん後面のDATA I/O端子に接続します。 

(3) 詳細は、電子プリンタＥＰ－５０の取扱説明書をご覧ください。 

 

 注記  

パソコンと併用する場合は手順(1)の設定後に、ユーザーフォーマットのハンド

シェークをタイマーハンドシェーク（Ｈ－ｔｒ）に設定してください。 

 

 

34.２ 電子プリンタ ＥＰ－６０Ａ 
 

（1） 天びんの通信ﾌｫｰﾏｯﾄの設定を以下のように設定します。 

ｉｎｔＦＡＣＥ－ｉＦ：Ｆ１ 

（2） 天びんの電源を抜いてから、天びん後面のDATA I/O端子に接続します。 

（3） 詳細は、電子プリンタＥＰ－６０Ａの取扱説明書をご覧ください。 

 

注記  

パソコンと併用する場合は手順(1)の設定後に、ユーザーフォーマットのハンド

シェークをタイマーハンドシェーク（Ｈ－ｔｒ）に設定してください。 

34. 周辺機器を使って 

手 順 

手 順 
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34.３ RS232Cインターフェース ＩＦＢ－１０２Ａ 
 

（1） 天びんの電源を抜いてから、天びん後面のDATA I/O端子に接続します。 

（2） 詳細は、RS232CｲﾝﾀｰﾌｪｰｽIFB-102Aの取扱説明書をご覧ください。 
 
 

34.４ ポケコンプリンタ 
 

（1） 天びんの通信ﾌｫｰﾏｯﾄの設定を以下のように設定します。 

        ｉｎｔＦＡＣＥ－ｉＦ：Ｆ１ 

（2） 天びんの電源を抜いてから、天びん後面のDATA I/O端子に接続します。 

（3） 詳細は、ポケコンプリンタの取扱説明書をご覧ください。 
 
 

34.５ フットスイッチ 
 

（1） 天びんの電源を抜いてから、天びん後面のKEYBOARD端子に接続します。 

（2） 詳細は、フットスイッチの取扱説明書をご覧ください。 

 

34.６ Ｗｉｎｄｏｗｓ直結機能 
 

AW/AX/AYシリーズでは、Ｌｏｔｕｓ１－２－３やＭＳ－ＥｘｃｅｌなどのＷｉｎｄｏｗｓのアプリケー

ションに対して、あたかも天びんの表示数値をキーボードから入力したかのように、データを直接パソ

コンに転送することができます。設定前に巻末とじ込みをお読みください。 

 

  必ず以下の手順で行ってください。 

 

（1） 天びんに通電して、天びんの通信条件を次の通り設定しておきます。 

      ｉｎｔＦＡＣＥ－ ｉＦ：ｗｉｎ 

（2） 天びんのPOWER/BRKキーを押し続けて、天びんのメニュー選択を終了しま

す。 

（3） パソコンと天びんの電源を切ります。 

（4） パソコンと天びんをＲＳ－２３２Ｃケーブルで接続します。 

（5） パソコンの電源を入れる。（ここでは、Ｗｉｎｄｏｗｓ ＸＰの設定例を説明します） 

（6） [スタート] ボタンをクリックし、（ [設定] － ）[コントロールパネル] をク

リックする。 

（7） [コントロールパネル] から [ユーザー補助のオプション] をクリックする。 

[ユーザー補助のオプション] 画面が表示されます。 

（8） [全般] タブの [シリアルキーを使う] にチェックを付ける 

■そのほかに… 
◆ [全般]タブに[管理オプション]があるときは、両方ともチェックが

付いた状態にしておいてください。 

◆ [全般]タブ以外のタブでチェックボックスにチェックが付いている

ときは、すべてチェックを外しておいてください。 

（9） [設定] をクリックする。 

[シリアルキーデバイスの設定] 画面が表示されます。 

（10） 天びんとの接続に使うシリアルポートを選び、ボーレートを「３００」に設定

する。 

手 順 

手 順 

手 順 

手 順 
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■使用できるシリアルポート番号について… 
使用できるシリアルポート番号の確認および変更方法は、当社ホーム

ページ（http://www.shimadzu.co.jp/balance/）を参照してください。 

（11） [ＯＫ] をクリックする。 

[ユーザー補助のオプション] 画面に戻ります。 

（12） [適用] をクリックする。 

[適用] の文字色が消えるまでしばらく待ちます。 

（13） [ＯＫ] をクリックする。 

パソコン側の設定が完了しました。 

（14） 天びんの電源を入れます。（P.4「据え付け手順」参照） 

 

■ＲＳ－２３２ポートを別の目的でも使うときは… 
いったんユーザ補助のシリアルキーデバイスを有効にしていると、同じＲＳ－２３２Ｃ

ポートを使うソフトウェアが正常に動作しません。外付けモデムやプロッタなど同じＲＳ

－２３２Ｃポートに接続するときには、天びんとの接続が終わったら必ず［シリアルキー

を使う］のチェックを外してシリアルキーデバイスを無効にしてください。 
 

動作の確認 

（1） Ｗｉｎｄｏｗｓに付属の「メモ帳」（またはご使用のアプリケーション）を開

きます。 

（2） 天びんのPRINTキーを押すたびに、天びんの表示の数値部分がパソコン画面に

表示されることを確認します。 

（3） 終了するときは、通常の一般的な終了手順でかまいません。 

 

次回の起動の際には、確実に動作させるため、必ず次の手順で起動してください。 

 

（1） 天びんの電源を抜きます。 

（2） Ｗｉｎｄｏｗｓを起動し、Ｗｉｎｄｏｗｓが完全に立ち上がるまで待ちます。 

（3） 天びんの電源を入れます。 

 

 

手 順 

手 順 
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Windows 直結機能がうまく動かないときは… 
 

Windows 直結機能がうまく動かないときは、以下の項目を確認してください。 
それでも解決しないときは、当社サービス会社に相談してください。 
 

Q1 Windows 直結の設定したけれど、まったく動作しない！ 
A1 ● 接続している通信ケーブルの種類（島津純正品またはその他市販品）および結

線状態を確認してください。 
● USB－シリアル変換器を使っているときは、セットアップの状況によって COM

番号が 4 より大きい番号に自動設定されている可能性がありますので、シリア

ルキーデバイスで使用可能な COM 番号（COM1～COM4）に変更してください。

COM 番号の確認および変更方法は、当社ホームページ 
（http://www.shimadzu.co.jp/balance/）を参照してください。 

● USB－シリアル変換器の付属ドライバがうまくセットアップできなかった可能

性があります。いったんドライバをアンインストールし、ふたたびインストー

ルし直してください。 
● ノートパソコンは、省電力のため RS-232C ポートを使わない設定ができるもの

があります。必ず事前に RS-232C ポートを使えるように設定してください。 
● LAN によって、他のアプリケーションとパソコンの通信がシリアルキーデバイ

スの設定に干渉することがあります。LAN を使わずに試してください。 

Q2 パソコンを再起動すると Windows 直結機能が動作しない！ 
A2 ● パソコンによって、起動時にシリアルキーデバイスが設定されていることを認

識しないことがあります。対処方法は、当社ホームページ 
（http://www.shimadzu.co.jp/balance/）を参照してください。 

Q3 Windows Vista 上で Windows 直結機能を使いたい！ 
A3 ● Windows Vista 上では Windows 直結の設定に必要なシリアルキーデバイスの設

定画面がありません。当社ホームページ（http://www.shimadzu.co.jp/balance/）
からシリアルキーデバイスの代替ツールをダウンロードし、パソコンにセット

アップしてください。セットアップ方法は、当社ホームページ 
（http://www.shimadzu.co.jp/balance/）を参照してください。 

Q4 文字化けのデータがパソコンに入力される！ 
A4 ● 天びんまたはパソコンの設定が Windows 直結の設定になっていません。ふたた

び、「34.6 Windows 直結機能」の「手順」（^ P.35）を参照し、設定し直

してください。 

Q5 Excel 上でデータを入力しても、セルが移動しない！ 
A5 ● Windows の日本語変換機能がオフにしてください。 

● Excel 上で［オプション］の［編集］タブをクリックし、［入力後にセルを移動

する］を確認してください（キーボード入力で、セルが移動すれば問題ありま

せん）。 
● 他のアプリケーション（メモ帳など）上で入力データを確認してください。 

Q6 ときどき動作がおかしくなる！ 
A6 ● パソコンの処理能力によっては、通信速度が速いと誤動作することがありま

す。通信速度は 300 bps に設定してください。また、天びんからのデータ送信

の間隔が短いと誤動作することがあります。データが画面に表示されてから、

次のデータを送るようにしてください。またこのようなときは、連続出力機能

の使わないでください。 
● 天びんからデータが送られているときに、パソコンのキーボードやマウスを触

らないでください。 
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以下、 はスペース、ＤＬはデリミタを示します。 

 

入力データ   コマンド・コード  ＋ ＤＬ 

    →「３６．コマンド・コード」参照。 

 

出力データ    ・質量表示のとき 

   Ｓ－２００．００００ｇ  ＤＬ 

    極性 正のとき……スペース（ ） 

       負のとき……マイナス（－） 

    安定情報（安定情報付き出力時のみ） 

       安定時 ……Ｓ 

       不安定時……Ｕ 

    ・ｏＬ、－ｏＬ表示のとき 

        Ｕ－ ｏＬ  ＤＬ 

    極性 正のとき……スペース（ ） 

       負のとき……マイナス（－） 

    安定情報（安定情報付き出力時のみ） 

       安定時 ……Ｓ 

       不安定時……Ｕ 

 

データ形式   ・ＡＳＣＩＩ（ＪＩＳ）コード 

  ・ボーレート、パリティ－（およびビット長）、デリミタ、ストップビット、

フォーマット、およびハンドシェークはメニュー選択により変わります。 

 

 

 

 
  以下に、ポケコンプリンタ、またはパソコン等と接続したときに利用できるコマンドを示します。 

 データのフォーマットについては、「入出力データフォーマット」を参照してください。 

    なお、ここに示していない文字や制御コードを天びんに入力すると、以後の天びんの動作

が保証されないだけでなく、正常な測定が行われなくなることがあります。 

もし、誤って、ここに示されていない文字や制御コードを入力したときは、すぐに電源コー

ドを抜いて、約１０秒後に、再度差し込んでください。 

 

コマンド・ 
コード 

機  能 内  容 

Ｄ０１ 連続出力 約230ms毎に天びんデータを連続出力。 

Ｄ０５ １回出力 PRINTキーに相当。 

Ｄ０６ ｵｰﾄﾌﾟﾘﾝﾄ 「11.ｵｰﾄﾌﾟﾘﾝﾄの設定」参照。 

Ｄ０７ 安定情報付き 

１回出力 

安定マーク点灯状態をデータの先頭に付け

て出力。 

Ｓ：安定ﾏｰｸ点灯時 Ｕ：安定ﾏｰｸ消灯時 

Ｄ０８ 安定時 

１回出力 

コマンド入力後、最初の安定ﾏｰｸ点灯データ 

を出力。 

Ｄ０９ 出力停止 ｵｰﾄﾌﾟﾘﾝﾄ、連続出力の解除。 

Ｑ ON/OFF 

切り換え 

スタンバイ状態と測定状態の切り換え。 

35. 入出力データフォーマット 

36. コマンド・コード 
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コマンド・ 
コード 

機  能 内  容 

Ｔ 風袋引き TAREキーに相当。 

ＴＳ 安定待ち 

風袋引き 

コマンド入力後、最初の安定時に風袋引きを

行う。 

ＣＡＬ スパン校正  

Ｍ 正味総量測定 「14.正味総量測定の設定」参照。 

＋ 積込測定 「13.積込測定の設定」参照。 

Ｒ ﾄｰﾀﾙ・ﾘｾｯﾄ 各種応用測定の終了、解除。 

ｇ ｇ単位登録 

ｍｇ ｍｇ単位登録 

ＰＥＲＣＥＮＴ ％単位登録 

ＰＣＳ 個数単位登録 

ＣＴ ｶﾗｯﾄ単位登録 

ＭＯＭ 匁単位登録 

ＳＤＥＮＣＥ 個体比重単位登録 

ＬＤＥＮＣＥ 液体比重単位登録 

％ １００％設定 

Ｇ ｇ、％切り換え 

 

 

 

「10.計量単位の登録・解除・切り換え」 

参照｡ 

－ｇ ｇ単位登録 

解除 

－ｍｇ ｍｇ単位登録 

解除 

－ＰＥＲＣＥＮＴ ％単位登録 

解除 

－ＰＣＳ 個数単位登録 

解除 

－ＣＴ ｶﾗｯﾄ単位登録 

解除 

－ＭＯＭ 匁単位登録 

解除 

－ＳＤＥＮＣＥ 個体比重単位 

登録解除 

－ＬＤＥＮＣＥ 液体比重単位 

登録解除 

 

Ｃ０２ 高安定モード 

設定 

Ｃ１３ はかりとり 

モード設定 

Ｃ１４ 標準設定 

Ｃ０５ 安定検出幅0.1mg 

Ｃ０６ 安定検出幅0.5mg 

Ｃ１５ 安定検出幅1.0mg 

Ｃ０７ ｾﾞﾛﾄﾗｯｷﾝｸﾞする 

Ｃ０８ ｾﾞﾛﾄﾗｯｷﾝｸﾞしない 

Ｃ１０ 自動スパン校正する

Ｃ１１ 自動スパン校正しない

Ｈｉ－Ｓｔｂモード設定 

 

ＳＡｍＰＬＥモード設定 

 

Ｓｔｎｄモード設定   6.1[Ｆｕｎｃ． 

               ＳＥＬ] 

             選択メニュー 

               参照。 

 

Ｃ１７ 設定条件確認 現在メニュー選択で設定されている測定条

件が省略形で出力されます。 
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    ━━━━━━┓ 

               ┃     ┌──────┐ 

              ┃   ＋－－│ CD-PCE650│（ケーブルはポケコンの標準付属品） 

              ┃   ｜  └──────┘ 

              ┃  ｜  ┌────┐ 

      DATA I/O  ┃－－＋－－│ EP-50   │ （ケーブルはプリンタの標準付属品） 

              ┃   ｜  └────┘ 

              ┃    ｜  ┌────┐ 

              ┃  ＋－－│ EP-60A  │ （ケーブルはプリンタの標準付属品） 

              ┃      └────┘ 

              ┃     ┌────────┐ 

              ┃  ＋－－│ 外部キーボード   │（ケーブルは直結） 

              ┃  ｜  └────────┘ 

              ┃  ｜  ┌──────────────┐ 

 KEYBOARD    ┃－－＋－－│フットスイッチ（TARE用）     │（ケーブルは直結） 

              ┃  ｜  └──────────────┘ 

              ┃  ｜  ┌──────────────┐ 

              ┃  ＋－－│ フットスイッチ（PRINT用）     │（ケーブルは直結） 

              ┃     └──────────────┘ 

              ┃  ＋－－－－－－－－－－－－－－－－－→［ 一部のNEC-PC98 ］ 

              ┃  ｜  RS-232Cケーブル 25p-25p（1.5m） 

     RS-232C ┃－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－→［ NEC-PC98ノート ］ 

              ┃  ｜  RS-232Cケーブル 25p-14p（3m） 

              ┃  ＋－－－－－－－－－－－－－－－－－→［ IBM-PC/AT, DOS/V ］ 

              ┃  ｜  RS-232Cケーブル 25p-9s（1.8m） 

              ┃     ┌────────┐ 

              ┃  ＋－－│ ＡＣアダプタ    │ （天びんの標準付属品） 

              ┃  ｜  └────────┘ 

       DC IN ┃－－＋   

              ┃  ｜  ┌─────────┐    ┌────────┐ 

              ┃  ＋－－│ バッテリーパック   │－－－－│ ＡＣアダプタ │ 

              ┃   ↑ └─────────┘    └────────┘ 

              ┃   ケーブルはバッテリーパックの   （バッテリーパックの 

              ┃   標準付属品                 標準付属品） 

              ┃ 
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： 同じ階層の次のメニュー項目へ移動します。（下表の↓）

： 1つ下の階層のメニュー項目へ移動します。（下表の→）

　 1つ下の階層のメニュー項目がない場合は、確定します。

： 1つ上の階層のメニュー項目へ移動します。（下表の←）

  （POWERキーを押しつづけると、一気に質量表示に戻ります。）

ｉｎｔＦＡＣＥ

０．００００　　質量表示

ｉＦ　:Ｆ１

ｉＦ　:Ｆ２

ｉＦ　:Ｆ３

ｉＦ　:Ｆ４

ｉＦ　:ｗｉｎ

ｉＦ　:ＵＳＥｒ

フォーマット１設定

フォーマット２設定

フォーマット３設定

フォーマット４設定

Ｗｉｎｄｏｗｓ直結設定

ユーザーフォーマット設定

ｉｏ.ｂ:１２００ 

ｂ－　３００ 300BPS
ｂ－　６００ 600BPS
ｂ－１２００ 1200BPS
ｂ－２４００ 2400BPS
ｂ－４８００ 4800BPS
ｂ－９６００ 9600BPS
ｂ－１９．２ｋ 19.2K BPS
ｂ－３８.４ｋ 38.4K BPS

ユーザー：ボーレート

AW/AX/AYシリーズメニューマップ

ＣＡＬ
Ｅ　ＣＡＬ

Ｅ　ｔＥＳｔ

ｉ　ＣＡＬ ＊2

ｉ　ｔＥＳｔ ＊2

ワンタッチスパン校正として

　外部分銅によるスパン校正を設定

　外部分銅によるスパンチェックを設定

　内蔵分銅によるスパン校正を設定

　内蔵分銅によるスパンチェックを設定

スパン校正用外部分銅値の設定

内蔵分銅校正用外部分銅値の設定

内蔵分銅の校正

天びんＩＤナンバーの設定

ゼロトラッキング機能
 　ＯＮ

 　ＯＦＦ

安定検出幅

 　１カウント

 　５カウント

 　１０カウント

単位の登録および解除

 　g単位登録／解除

 　mg単位登録／解除

 　パーセント単位登録／解除

 　個数単位登録／解除

 　カラット単位登録／解除

 　もんめ単位登録／解除

 　固体比重単位登録／解除

 　液体比重単位登録／解除

ＳＥｔｔｉｎＧ ＣＡＬ　ｄＥＦ

Ｅ　ＣＡＬ

Ｅ　ｔＥＳｔ

ｉ　ＣＡＬ ＊2

ｉ　ｔＥＳｔ ＊2  

ｂＡｎｄ　：１ 
ｂ－１ 
ｂ－５ 
ｂ－１０

ｔｒＣ　：ｏｎ
ｔｒＣ-ｏｎ 
ｔｒＣ－ｏＦ

Ｕｎｉｔ．ＳＥＬ 
Ｕ－ 
Ｕ－ 
Ｕ－ 
Ｕ－ 
Ｕ－ 
Ｕ－ 
Ｕ－ 
Ｕ－ 

g
mg  
%
PCS 
ct 
mom
,d
 d 

オートプリント機能
  　ＯＮ

  　ＯＦＦ

アナログ表示機能

  　ＯＮ

  　ＯＦＦ

積込測定モード

  　ＯＮ

  　ＯＦＦ

正味総量測定モード

  　ＯＮ

  　ＯＦＦ

ＡｔＰｒｔ：ｏｎ
ＡＰ－ｏｎ 
ＡＰ－ｏＦ

ＡｄｉＳＰ:ｏｎ
Ａｄ－ｏｎ 
Ａｄ－ｏＦ

Ａｄｄｏｎ:ｏｎ

Ａｄｏｎ－ｏｎ 
Ａｄｏｎ－ｏＦ

ｍＥ:ｏｎ 
ｍ－ｏｎ 
ｍ－ｏＦ

ＣＡＬ　ＳＥｔ

ＰＣＡＬ.ＳＥｔ ＊2 
ＰcＡＬ *2 

ｉｄ:１２３４

ＧＬＰ・ＧＭＰ対応出力ＯＮ

ＧＬＰ・ＧＭＰ対応出力ＯＦＦ

ＧＬＰ　:ｏｎ 
ＧＬＰ－ｏｎ

ＧＬＰ－ｏＦ

自動スパン校正ＯＮ

自動スパン校正ＯＦＦ

ＡＣＡＬ　:ｏｎ ＊1 

ＡＣＡＬ－ｏｎ

ＡＣＡＬ－ｏＦ

タイマーＣＡＬ ＯＮ

タイマーＣＡＬ ＯＦＦ

タイマーＣＡＬ開始時刻の設定

タイマーＣＡＬ開始時刻の設定

タイマーＣＡＬ開始時刻の設定

固体比重測定用媒液比重の設定

液体比重測定用沈錘体積の設定

日付設定

ｔＣＡＬ　:ｏｎ ＊1 
ｔＣＡＬ－ｏｎ

ｔＣＡＬ－ｏＦ

ｔ－１６:５０ *2

ＳＥＣ　ＡｄＪ

ｔｍ.ＡｄＪ

ｔＣＡＬ　ｔ１ ＊1

ｔＣＡＬ　ｔ２ ＊1

ｔＣＡＬ　ｔ３ ＊1

ＬＳＧ　ＳＥｔ

Ｓｖ　　ＳＥｔ

ｄ－０１.２１ ＊2

Ｐｒｔｄｔ:ｏｎ *2

Ｐｒｄｔ－ｏｎ

Ｐｒｄｔ－ｏＦ

＊1マークのついているものはAＷシリーズのみ表示されます。

＊2マークのついているものはAＷ/AXシリーズのみ表示されます。

A

A

ｉｏ.ｄ:ＣｒＬＦ 
ｄ－Ｃｒ C/R
ｄ－ＬＦ L/F
ｄ－ＣｒＬＦ C/R+L/F
ｄ－Ｃｎ コンマ

ｄ－wｉｎ win

ユーザー：デリミタ

ｉｏ.Ｆ：ＵＦ１

Ｆ－ＵＦ１　　   フォーマット1
Ｆ－ＵＦ２　　   フォーマット2
Ｆ－ＵＦ３　　   フォーマット3
Ｆ－ＵＦ４　　   フォーマット4

ユーザー：フォーマット

ｉｏ.Ｈ：ｏＦＦ 
Ｈ－ｏＦＦ　　   なし

Ｈ－ＳｏＦｔ　   ソフトウェア

Ｈ－ＨＡｒｄ　   ハードウェア

Ｈ－ｔｒ　　　   タイマー

ユーザー：ハンドシェーク

ｉｏ.Ｐ：ｎｏ 
Ｐ－ｎｏ パリティなし、８ビット長

Ｐ－ｏｄｄ 奇数パリティ、７ビット長

Ｐ－ＥｖＥｎ 偶数パリティ、７ビット長

ユーザー：パリティ

ｉｏ.Ｓ：Ｓ１

Ｓ－Ｓ１　　　　1ビット

Ｓ－Ｓ２　　　　2ビット

ユーザー：ストップビット

スパン校正を選択して実行する

 　スパン校正（外部分銅）

 　スパンチェック（外部分銅）

 　スパン校正（内蔵分銅）

 　スパンチェック（内蔵分銅）

±30秒調整モード

時刻設定

日付、時刻印字ＯＮ

日付、時刻印字ＯＦＦ

０．００００　　質量表示

ｉ　ＣＡＬ　　　ワンタッチスパン校正を行う（ワンタッチスパン校正に設定されている種類が表示されます。）

Ｓｔ．ｂ１　ｔ　現在の設定条件表示

Ｓｔｎｄ　　　　通常使用モード

ＳＡｍＰＬＥ　　はかりとりモード

Ｈｉ－Ｓｔｂ　　高安定モード

ＦＵｎＣ．ＳＥＬ 
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